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1900

1907
ᅃٟᘾᘧ酒ȍᣤპ̓ートワˑンŘȎᇊ売
何度も߆ఛを重ɵながらも、౾Ўを先駆ける新商
品の開発に成֏。ఽ新な̣ーミング、ボトルデ˵イン、
広ٗ、宣Хなどもあいまって大ヒット。『ᣤპ̓ート
ワイン』はサントリーのኁとなります。
Ř 1973年に『ᣤპスイートワイン』にؼዉޱೀ

『ᣤპ̓ートワイン』の広ٗ

1921
Ȉ᧴ࢨ会ȋ設ጐ・ȈϾࡻ៲ᆶᭌȋ開設

社会ኪኑ活動ス̇ート

大ᬹで生活܍ጄ者のఘདྷのためဳ料の៲ᆶକ
を開設したことから、その๱خは始まります。
以来90年以上、社会ߎЄへの৑い信念のもと、
その౾Ўにʅさʸしい社会ኪኑ活動をいちౘ
く取り入れて実現してきました。

1923
Ȉ˳ントリーࣟइᙙ྇କȋয設ሕଚ

日本՜の͍ルト˔ˑスˣーᙙ྇କ

日本で、日本の風土、日本人のٟែにطった本
൑的なウイスキーɥくりを─。
国ᅈウイスキーの製造を始めた信ໝ᧽は、「よい
؂酒はよいສが生み、よいၐ成はよい自然ᄦނ
なしにはありਁない」との思いから、ϱᨇ、߀ჟ
ࣟのᵱのࣟइに「サントリーࣟइᙙ྇କ」のয
設にሕଚ。

1937
ȍ˳ントリー˔ˑスˣー័ᄶȎᇊ売

ウイスキーɥくりにᤎみ出して13年目、
信ໝ᧽が長年ូ޽ていた日本人のᑢ細
なٟែにطったᢉかな᱔ٟの本൑国ᅈ
ウイスキーが実現。
Ř製品の௠৬画ӆに、一部֐िを施しています

1961
Ȉ˳ントリーᒪ᝔᱂ȋ開᱂

ᖼ᝔・బ׈活動の開ࠀ

ᢉかな生活文化へのᢥ჆を目୪し、ᒪ術とᯪ楽
をι心にᖼ術文化分ᩀにおける社会ᢥ჆活動
を開始。

1969
ȈᴗϢᯪීᢤ܋ȋ設ጐ

（1978年Ȉ˳ントリーᯪීᢤ܋ȋにఏዉ

ʙჹȈԄ益ᢤ܋໩Ϸ ˳ントリーᖼ᝔ᢤ܋ȋ）

1946
Ȉ食品׈学ቆዲକȋ設ጐ

（ჹȈԄ益ᢤ܋໩Ϸ ˳ントリー生٥ኽ学ᢤ܋ȋ）

事業活動の๱خ
˳ントリーグループの๱خをɢくってȴたのɹǴॡに新たɮ価値をັめᐗȼʱ

͎̋ ン͠ジᏁኙɩした。߆ఛʢؖࢧを੄ʳɎǴɾたすら୮ଊしᐗȼʱ。新しいॎݪ

ւᦳʞǴ新たɮ価値提供ʞǴそˁɮ੸ၓから生まʳました。ȈʢってʙɮɹʳȋɹǴ

ჹܤʞೞ೽ʞǴኺたɜ˳ントリーの؂動֍とɮっています。

社会・ᄦނ活動の๱خ
事業ɩਁた利益ɹǴȈ事業ʋのԔଶᢿȋȈおਁચӱ・おؙুӱʋの˳ー̯スȋにと

ɭまらɎȈ社会ʋのᢥ჆ȋにʞ৯ጐてたいǴといȦւ業者のᏁኙȲȈ利益ΧՒ主ᒳȋ

といȦ言ᘺにɹᦆめらʳています。事業の૾֏をス̔ーク̾ル̉ーʢ社会Ԁзと

ՒかɜȞいǴϠいにᇊ ・ࣖ૾ ᬌしていȼʱᬝѢづくりにԀ֍を໳いɩいȴます。

1910 1920 1930 1940 1950

˳ントリーグループ120年の๱خ
ւ業からჹܤまɩǴॡに౾Ўのӱをូஅȫた活動をᐗȼて120年。˳ ントリーグループの๭ʙをǴ事業活動Ǵ

社会・ᄦނ活動ɩ୴りᦍります。

1899
ᴗϢڤই ւ業
大ᬹॎに「ᴗϢ商ইŘ」を開業。ぶどう酒の製

造販売を開始しました（2月1日）。
Ř1921年「ോ়会社 ࣏ࢨ」創立

ւ業者・ᴗϢѲໝ᧽
（1879�1962年）

「日本人のٟែにطった໺酒

をつくり、日本の໺酒文化を

切り拓きたい」
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1960

1963
Ȉ˳ントリーോ়会社ȋʋ社名ޱೀ

ȍ˳ントリー̯ールȎᇊ売

̯ール事業ʋの୮ଊ

2Ў目社長・еໝణΧは、「現Ⴂ
にྀᣵせɎᐐえɎ成長する企業
でありたい」との思いのもと、ビー
ル事業という大きな޽に̋ャレ
ンジします。

1972
Ȉ˳ントリー̳ー˼ോ়会社ȋ設ጐ

飲料・食品事業に本൑参ӿ

1973
Ȉઞᴗ活動ȋ開ࠀ

ᩀᴗが「ᄦނのバロメーター」であることから、ᴗや
人、すべての生きႏがᢉかに಩らせるᄦނɥくりを
目୪し、「ઞᴗ活動」をスタートしました。「ᇍ़ᙙ
྇କ」ではనܦ内にᴗの楽ܜ「バードサンク̋ュアリ」
を開設。

ᇍ़ᙙ྇କ（2010年௠৬）

1978
メͣンリˣュールȍ/I&ORIȎを

アメリ˞ɩᇊ売

1979
Ȉ˳ントリーబ׈ᢤ܋ȋ設ጐ

（ჹȈԄ益ᢤ܋໩Ϸ˳ントリーబ׈ᢤ܋ȋ）
社会・人文ኽ学のቆዲや、ݓܦ文化へのᢥ჆を目
୪して設立。

1981
ȍ˳ントリー˔ーͣンᗫȎᇊ売

1980
ラグ̯ーᨃւᨃ
社会人ラグビー̋ーム「サントリーサン˰リアス」を
創部。現在は、ジャ̫ンラグビートップリーグに֐ᇵ
しています。

1983
̳ランス・́ ルドーの

Ȉシ ト͎ー・ラグランジュȋ᏾営開ࠀ
日本のワインᮘាのଡ଼大とワイン文化の向上を目
୪して、ΰ界のワイナリー・トップブランドと提ே。

1986
Ȉ˳ントリー̾ールȋ開᱂

人々の生活を楽しくᢉかなものへとの思いから、ŉΰ
界一ᒪしい響きŌをコンセプトに、日本のクラシッ
クᯪ楽界のι心的৯տをେう̾ールを開᱂。

˞ラヤンが「ᯪのࡴቁ፬」とዉ

したワインヤードをญした大

̾ール。

1984
ȍ˳ントリーシングル͍ルト

˔ˑスˣーࣟइȎᇊ売

1989
Ȉ˳ントリーΰᅝઞᴗ基ᩃȋւ設

ᩀᴗѰᡵに取り組ʛ܋体をఉஶするԄ益信៤を設立。

1997
Ȉ˳ントリーグループᄦނ基本ూᩊȋեࡱ

1990
3Ўᇼ社ᬌ

ᴗϢѲ΢᧽ࣀЗ

1961
2Ўᇼ社ᬌ

еໝణΧࣀЗ

1992
ᒇӿり˯ ー̭ーȍ$OSSȎᇊ売

1996
ᇊ໯酒ȍスー̫ー̾ップスȎ

ᇊ売

1993
Ҩ঑食品事業に本൑参ӿ

食のɜからをҨ঑のɜからに

健康志向が高まりをみせた1990年Ў、サントリ
ńも健康・ライフサイ˘ンスの分ᩀに؏入。ウイ
スキーやᣤワイン、ビール、ウーロンᗫなどにه
まれる̓リフ˗̤ールのቆዲを
ኁに、長年にʸたる開発の೟、
1996年に˰ͅの健康食品『セ
サミン'』を発売しました。

1973
̩͠ー́ールᨃւᨃ

К業ス̓ー̑活動の開ࠀ

企業ス̓ーツへの؏֐やス̓ーツ୴ᕿ活動を
開始。自社̋ームを組ᑦしてリーグに؏֐する
とともに、ࡋどもたちへのクリニックなどもࣖ開
しています。

ȍ˳ントリーシングル͍ルト

1970 1980 1990
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2000

2003
ȍ ・˵プ͠ミア͉ ・͍ ル̑Ȏᇊ売

2001
4Ўᇼ社ᬌ（ჹ会ᬌ）

еໝѲਝࣀЗ

2004
˳ントリーȈສᔏ（ʙɎいく）ȋ活動開ࠀ
ᢉかなܦჺᄦނをೞ来にুきᐖいでいくために、
๓ΰЎᄦނఝᔏ「ສᔏ」を開始。Ⴓ自のプログラム
でສの大切さを๓ΰЎにХえています。

2003
˳ントリーȈဵ߀ສの඙ȋ活動開ࠀ

ສをᔏʛ඙づくりを開ࠀ

企業理念の一つに掲げる「人と自然と響きあう」
のもと、 自然の੘みにఉえられている企業の責
֪としてᄦނ経営を推進。国内ि場でແみ上げ
るܦΩສᩁの2҃以上のສをᔏʛという目ฉを
掲げてສ源༮

かんよう

ᰵ活動をスタートしました。

2004
˳ントリーᐳᗫȍНد᝗ᬍȎᇊ売˳ントリーᐳᗫȍНد᝗ᬍȎᇊ売

2004
ΰᅝ՜のȈᮻい̩ラȋ開ᇊ૾֏

ȈΪثᔥȋをȈ޽かɮȦȋʋ

バラにはᮻいᖩᏩがないため、ᮻいバラをつく
ることはできない─これがড়౾のቆዲ者た
ちの意ូでした。10年以上のቆዲの೟、バイ˜
テク̤ ロジーを用いΰ界՜となるᮻいバラの開
発に成֏。2009年には「޽かなう」との花言ᘺ
とともに販売が開始されました。

2005
ȍ ・˵プ͠ミア͉ ・͍ ル̑ȎȲ日本ɩ՜めて

Ȉ͍ンドセ͠クションȋ̯ ールᨃᬍɩೋᲛᩃᣉ

ؚᣉŘ

ビールの本場でצᣱした醸造技術と品ᣏの高さ

が᠔められました。以᭄、2005年から3年連続

ೋ高ᩃᣉ受ᣉ。

Řιᄶが受ᣉ

2005
Ȉສと生ȴʱ S706OR;ȋեࡱ

り、๓ࡧをނり、ສをᔏʛ自然ᄦࡧჺにとって貴重なສをܦ

ΰЎにつないでいく。そして、社会に潤いをΫえるように、人々

のᢉかな生活文化を創造していく。ສのようにഭ᥆な発ઋ

で新たな価値を生み出し続ける企業でありたい。「ສと生き

る」は、そんな私たちの思いを込めた、Ꮪ೷の言ᘺです。

2009
̳ランスのཐ༰飲料メー˞ー

Ȉオランジーナ・シュ˔˗ップス・

グループȋのԀോؙਁ

2011
ഃ日本大ᮛဒਈᕿఉஶ

Ȉ˳ントリーഃ׉˳ンɅˁ

プͣジ˗クトȋ開ࠀ

2013
Ȉ˳ントリー食品ˑン̇ーナショナルോ়

会社ȋഃ៴ỹᨃ上ݪ
サントリー食品

インターナショナル 

社長（ড়౾）・ᴗϢ信࡬

食のɜからをҨ঑のɜからに

2013年7月、サントリーグループの飲料・食品事
業をେうサントリー食品インターナショナル（ോ）
がഃ៴ỹ部に上場。ॎ場のਲ਼成長がូ込まれる
ഃרアジアをι心に、༝外での飲料事業ଡ଼大に
も力を入れています。

2013
˳ントリーᐳᗫȍНد᝗ᬍ ႒ᗫ

（႒ࡱѰҨ用食品）Ȏᇊ売

2014
Ȉ˳ントリーᄦ̯ނジョン2050ȋፎࡱ

2014
Ȉ͎̋͠ ンジド・ス̓ー （̑᭪Ȳい者ス̓ー̑）ȋ

ఉஶ開ࠀ

2003
˳ントリーȍᇋᒪ1997ȎȲ̳ランスの

国際˯ンクールにてᩃᣉؚᣉ

ȍ˳ントリーシングル͍ルト˔ˑ スx ーࣟइ12年Ȏ

ȲȈˑン̇ーナショナルス̱リッ͎̑̋͠ンジ

（ISC）ȋにてᩃᣉؚᣉ

2005
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2010 2020

2014
Ȉ̯ー͉˳ントリーȋ設ጐ

ΰ界第3вŘのプレミアムスピリッツメー˞ーの᠗生。
ŘI9SRデータより推ࡱ

ビームサントリー 

Chairman C'O（ড়౾）・

/att ShattocMと、

サントリー̾ールディングス

Ў表取ᐼ৯社長（ড়౾）・

еໝ信ਝ

̯ー͉˳ントリー᠗生

2014年、アメリ˞のビーム社をᢴ収し「ビームサン
トリー」を設立。『ジムビーム』『ࣟइ』などをΰ界
ιで販売、より一層グローバルな事業ࣖ開を行っ
ています。

2014
5Ўᇼ社ᬌ

新༘յࣀخЗ

2015
新しいቆዲ開ᇊ୛点

Ȉ˳ントリー ワールド リ˳ー̋セン̇ーȋጟि

2016
Ȉ9orNF 9JisMies #YCrFs 2016ȋにて

ȍᯮ21年ȎȲȈ9orNF	s $est $NePFeF 

9JisM[ȋؚ ᣉ

2015
ȍ ・˵プ͠ミア͉ ・͍ ル̑

マス̇ー˼ドリー͉Ȏᇊ売

2015
༝޷ɩɹ՜とɮʱ๓ΰЎᄦނఝᔏȈສᔏȋを

̺トナ ɩ͉活動開ࠀ

2016
။本地ᮛਈᕿఉஶ

Ȉ˳ントリーສの国くまʞと

ਚஶプͣジ˗クトȋ開ࠀ

2016
アメリ ・˞˫ ン̇ッˣー州の

メー˞ー˼マークᙙ྇କにて

Ȉナ̋ュラル・̝ ˛ー̇ー˳ンク̋ュアリȋ

プͣジ˗クト開ࠀ

Ȉສȋのؙりᏹʙをグͣー̩ルにࣖ開

貴重な߀然ᢿ源「ສ」をࡧるため、ビームサン
トリーではສݓѰ全活動「ナ̋ュラル・ウ˛ー
ターサンク̋ュアリ」をࣖ開。ΰ界各ܦのݓܦ
ᠦ題に寄りཎった活動をグローバルに推進して

いきます。

2017
ジ͎̫ニー˼クラ ト̳ジン

ȍRO-7（ͣク）Ȏᇊ売
̾ワイトスピリッツでは՜となる
ビームサントリー社との共ػ開発商品。

2018
ȍ ・˵プ͠ミア͉ ・͍ ル̑Ȏ

�ኙ໯�プ͍ͣーションࡵౄ

2017
ȍクラ ト̳́スȎシリー˼ᇊ売

2017
˳ントリーグループԇ᦯のȈສჼਢȋፎࡱ

2018
Ȉ˳ントリーᄦ̯ނジョン2050ȋఏࡱ

Ȉ2030年ᇼฉȋፎࡱ

2019
Ȉ˳ス̔ナ̯リ̔ ・ˎ̯ ジョンȋፎࡱ

Ȉဵ߀ສの඙ȋ国ԏिݪɩແʙ上Ⱦʱ地Ωສ

ᩁの2҃А上のສの༮ᰵ ᇼฉを᧏૾
サントリー「߀然ສの඙」は全国15ᨇউለ21ͳକ、
Ꮪ12�000haとなりました。

2019
˳ントリーȈဵ߀ສの඙ ׉アルプスȋの

඙づくり活動にᬝすʱ඙ഒ（ʞり）のᨾះࡱק

をᐼ結
『サントリー߀然ສ』第4のສ源となる長ᩀለ大ᅕॎ
の新生ᅈ拠点にて、ສ源༮ᰵ˘リアにあたる඙ഒの
దҷ活動を開始します。

2019
ȍ.')'06（リージ˗ント）Ȏᇊ売

日Ꭳ共ػ開発の新しいタイプの
バーボンウイスキー。

2015
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「水と生きる」は、わたしたちサントリーグループが

お客様はもちろんのこと、地域社会や自然環境と交わす約束の言葉です。

 

自ဵʋのਰいǳ〜ສととʞに生ȴʱ〜
お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、

貴重な共有資源である水を守り、水を育む自然環境を次世代につないでいく。

 
社会ʋのਰいǳ〜社会にとってのສとɮʱ〜

水があらゆる生命の渇きを癒し、潤いを与えるように、

お客様や社会にとって価値ある商品やサービスを通じて、

人々の豊かな生活文化の創造に貢献していく。

ʸたしたɜ自ᤶʋのਰいǳ〜ສのよȦに自ܤに֍৑く〜 

すべての社員が水のように柔軟に常に新しいテーマに

挑戦し、新たな価値を創造する企業であり続ける。

 

これら３つの約束を果たすために、

わたしたちは日々の行動を積み重ねていきます。

Corporate /essage

1



　サントリーグループは、Ͼ年で創業120年とい

う፯目の年をᦋえました。サントリーグループは「人

と自然と響きあう」を企業理念に掲げています。こ

れは、ΰ界ιの人々にೋ高品ᣏの商品・サービスを

お届けすることで、人々のᢉかな生活文化の創造

にᢥ჆するとػ౾に、ॡに社会やᒪしいܦჺᄦނ

との共生を実現するというஹるȶない理念です。

創業以来、ᔪ と々受けᐖがれてきた「やってみなはれ」

「ՠ益Χ分主ᒳ」のᏁኙを൐底に、お客様の生活

を০る新たな価値の創造を目୪して挑戦を続け、

心ᢉかな生活文化にᢥ჆する企業でありたいという

思いはޱʸることはありません。

　「ສと生きる」という言ᘺは、この企業理念の実現

を目୪し、お客様をはじめ、社会とϬʸすᏚ೷の言

ᘺとしてࡱめたものです。お客様にສと自然の੘み

をお届けする企業として、ܦჺにとって貴重なສをࡧ

り、ສをᔏʛᄦނをࡧっていくこと。ສがあらʦる生

٥のདきをᆻし潤いをΫえるように、お客様と社会

と寄りཎう企業であり続けること。そして、ສのように

ഭ᥆に、力৑く、ॡに新しいテーͅに挑戦し、新たな

価値を創造していくこと。「ສと生きる」にはこのよう

な৑いໃ意と思いが込められています。サントリー

の事業基ᇸともいえるສとしっかりと向きطい、ສと

ສをᔏʛ自然に学ʀ、その健全なਉᄦに積極的にӅ

きかけることで、「ສと生きる」というᏚ೷をഔたして

いきます。

　ΰ界ιの人々やݓܦ社会、そして大いなる自然と

の共生を目୪す企業理念のもと、私たちが実現し

ていくのは生٥のᥛきにྀちたサステナブルな社

会です。100年先のೞ来をូஅえ、新たな価値を

創造するŉGrowing for GoodŌな企業を目୪して、

私たちはさらなるᯇ新と挑戦を続けてまいります。

2019年7月

サントリー̾ールディングスോ়会社

Ў表取ᐼ৯会長

ステーク̾ルダーのᇓ様へ

「水と生きる」企業として

サステナブルな社会の

実現を目指す
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Ř本᠓掲載の៥事、ԝላ、イラスト、܏表ፅのဳా᥇載をኤじます。

CO2;RIG*6 © S706OR; *O.&I0GS .I/I6'&. #.. RIG*6S R'S'RV'&

Ȉສと生ȴʱȋをΰᅝʋ
サントリー̾ールディングスോ়会社

Ў表取ᐼ৯社長

新༘ յخ

˳ントリアン IPterXieY 1
ສをࡧりສをᔏʛ
サントリー食品インターナショナルോ়会社
ジャ̫ン事業本部 生ᅈ・SC/ 本部 専任部長
然ສ̋ーフアンバサダー߀

日Ωᨃ Ҩ

˳ントリアン IPterXieY 2
ສのよȦに社会を࿂しᐗȼʱ
サントリー̾ールディングスോ়会社
コー̓レートサステナビリティ推進本部　
CSR 推進部長

ഒ ጜ༗ࢵ

˳ントリアン IPterXieY 3
ȞらʦʱϷ೰ȲສのよȦに自ܤに
֍৑くᥛȼʱよȦに
サントリー̾ールディングスോ়会社
*R 本部　グローバル人事部部長

スー・ɣ ̤ン

  　   　

  　   　

Ȉສと生ȴʱȋにᦆめた
3ɢの約೷

6oR IPterXieY

7
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「水と生きる」に込めた
3つの約束

地球にとって貴重な水を守り、水を育む自然環境を守り、次世代につないでいく。

そして、水のように社会を潤し、人々の豊かな生活文化を創造していく。

水のように柔軟な発想で新たな価値を生み出し続ける企業でありたい。

「水と生きる」は、そんな私たちの思いを込めた、約束の言葉です。



Ȉສと生ȴʱȋを社会との約೷に஢ȾʱК業としてǴϷǺ

と社会Ǵそして自ဵとԇ生した୨ᐗثᔥɮ社会のࡵჹを

ᇼ୪しǴグͣー̩ルに୮ଊしᐗȼます。

6oR IPterXieY

೎言ࡵᝑʢってʙɮɹʳ大ᣉ೎言ࡵᝑʢってʙɮɹʳ大ᣉ
サントリーグループ全従業員を対象に2015年に創設。自ら౎を掲げ、新しい発ઋに基ɥサントリーグループ全従業員を対象に2015年に創設。自ら౎を掲げ、新しい発ઋに基ɥ

く̋ ャレンジングな活動により「やってみなはれ」を実践した̋ームに対しての表৫ե度。く̋ ャレンジングな活動により「やってみなはれ」を実践した̋ームに対しての表৫ե度。

2018年に第4܉目をᦋえ、ΰ界ιから全450̋ームをᣰえる˘ントリーがありました。2018年に第4܉目をᦋえ、ΰ界ιから全450̋ームをᣰえる˘ントリーがありました。

Ͼ後もサントリーグループは、ΰ界ιで、޽大きく、切ቴჿ磨しながら、新たな価値の創Ͼ後もサントリーグループは、ΰ界ιで、޽大きく、切ቴჿ磨しながら、新たな価値の創

造に挑み続けていきます。造に挑み続けていきます。

ΰ
界がਲ਼ᦲな発ࣖをᧂげる一方、私たちはᄦނ問題や

人֐ޅءにШうᢿ源・̆ ̣ル˥ー・食料のᦿᦔ、൑ॄ

のଡ଼大などΰ界ួญでの大きなᠦ題に直ᯃしています。そ

の解ໃには、ΰ界のさまɆまな立場の人や組ᑦが連ேしק

力して取り組まなけれɻなりません。2015年の国連サミッ

トで「୨続ثᔥな開発目ฉ（S&Gs） Ử」が஘଼され、ΰ界が

共通のᠦ題として、その解ໃに向け大きく動き始めています。

サントリーグループは、「人と自然と響きあう」を理念として

掲げ、お客様に高品ᣏな商品・サービスをお届けするとػ౾

に、心ᢉかな生活文化や୨続ثᔥな社会の実現を目୪して

います。Ͼこそこれらのᠦ題にላ௏に向きطい、グローバル

プレーヤーとして国ނをᣱえてק力しطい、ΰ界のᠦ題解

ໃにᢥ჆していくことがщ٥だと考えています。

　創業以来、サントリーグループに受けᐖがれてきた「やっ

てみはなれ」「ՠ益Χ分主ᒳ」などのᏁኙに基ɥき、ܦჺួ

ญでೞ来をូஅえた取り組みをᐖ続していく。そして人々

に᠔められることで「ΰ界でೋも信ᰆされ、ઞされる˜ンリー

ワンのᐲط食品酒類企業グループ」を実現していきたいと

考えています。

ỬS&Gsἃ୨続ثᔥな社会を実現するために、2030年までに全ΰ界が取り組ʛべき17の

目ฉと169のター˭ット

グͣー̩ル社会のɮかɩ

ΰᅝのᠦᰊ។ໃに

大ȴɮ৯տをഔたす

˳ントリーグループのщ٥

Ȉສと生ȴʱȋを
ΰᅝʋ

サントリー̾ールディングスോ়会社

Ў表取ᐼ৯社長

新༘ յ6 خaMeshi 0iinami
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̼ット́トルのᯇ新ᇒɮリ˳ クˑルシス͉̔を開ᇊ
で「Fto2ػקᅈ業（ോ）およʀ༝外機ൾメー˞ーとൃק ダイレクトリサイクル技術」

を開発。従来システムຘ25Ụの CO2をծཚỬしています（̼ットボトル用プリフ˛ーム

1Mg製造にあたり）。

Ửщ用དྷみ̼ットボトルからプリフ˛ームまでのिውにおいて

自
然、社会と共生するサステナブルな社会を実現する─

これは私たちがщ٥として掲げている「人と自然と響

きあう」社会の実現にほかなりません。その実現に向けて掲

げる経営ビジョンが、「Growing for Good」です。「ສ」をはじ

めとする自然の੘みをいただき、新たな価値の創造で人々の

生活文化をᢉかにし「Growing Ἀ成長」を続けることで、

「Good�よりよい社会ɥくり」を実現する。「ສと生きる」企業

として活動をより৑力に推進していくため、Ͼ年7月に「サステ

ナビリティ・ビジョン」をፎࡱしました。私たちが目୪すサステ

ナブルな社会をኊすとともに、「ສ」「CO2」「؂料」「׀・۩ࢂ᝾」

「健康」「人ฐ」「生活文化」という7つの重点テーͅを掲げまし

た。これを୪ᩊとして、私たちのあらʦる活動に、サステナビ

リティの視点を取り込み、グループ全体で推進していきます。

　また、༝໺プラス̋ック問題に関しても、ਉᄦܽ社会、ᔲ

ရᏩ社会の実現を目୪した「プラス̋ック基本方ᩊ」をፎࡱ

し、2030年に向けた意๖的な目ฉを掲げ取り組みを進めて

います。「ສと生きる」私たちにとってܦჺᄦނは大切な経

営基ᇸであり、それをࢭ来にʸたってࡑ続させていくことは、

事業活動においても、人々の生活文化をᢉかにするという

щ٥をഔたし、私たち自身が୨続的に成長するためにもΪ

๒です。「サステナビリティ・ビジョン」のもとグローバルにث

「Growing for Good」を推進し、サントリーにしかできない

活動にᐖ続的に取り組み、サステナブルな社会ɥくりにᢥ჆

していきます。

私
たちの「GrowingἈ成長」をఉえてきたのは、お客様

の心ᢉかな生活文化を実現するŉ新価値の創造Ōです。

Ͼまでにないᯇ新的な商品や飲用スタイルなどで新たな価

値を創出し、ॎ場を切り拓いてきました。ᦌ年、事業をグロー

バルにࣖ開するなか、国内外のサントリーグループ社員が

国᎘・会社・事業をᣰえてϬ流し、さまɆまな価値 ・់技術

のシナジーを生み、これまでにない共ػ開発商品をΰのι

にᦟり出しています。ビームサントリーのものɥくりと日本

のものɥくりのХᐌがϬʸり生まれたクラフトジン『RO-7 

（ロク）』、クラフトウ˜ツ 『˞*#-7（ハク）』、そしてバーボン

ウイスキー『.'G'06 （リージ̠ ント） 』は、グローバルシナジー

が生んだᯇ新的な商品です。

　共通の基ᇸとなるのは、徹底的なお客様志向と品ᣏへの

こだʸりです。お客様の声にᓞをӀけ、生活の現場に寄り

ཎい、その期待に応えること。安全・安心はもちʵんのこと、

お客様が飲用される౾のおいしさや楽しさ、さらにはࢂ۩

のщいやすさやᄦނへのᨔૂなど、ものɥくりからお客様

のおଚӬに届くまでのすべてのिውで、情ၓと徹底的な品

ᣏへのこだʸりを大切にしています。

Ȉ)roYiPI for )ooFȋɮ᏾営を

஝ᦺすʱɀとɩ˳ントリーらしく

社会にᢥ჆

お客様の਒ᢉかɮ生活బ׈を

ჹすʱ新価値のւᦳࡵ

᏾営ూᩊ 

新価値ւᦳとグͣー̩ルシナジー

՜の日米ԇػ開ᇊ̩ー́ン˔ˑスˣーȍ.')'06（リージ˗ント）Ȏ
ビームサントリーの3ዘの؂酒を用い、ࣟ इᙙ྇କの̋ーフブレンダーによるブレンド

技術で重層的なٟʸいの新しいタイプのバーボンに。2019年3月発売。
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「ສ
と生きる」企業であるサントリーグループにとって何

よりӣ先して取り組ʛべきᠦ題は「ສ」です。2003年

にスタートしたສ源༮
かんよう

ᰵ活動「߀然ສの඙」活動は、国内ि

場でແみ上げるܦΩສᩁの2҃以上のສをᔏʛことを目୪し

取り組みを重ɵ、Ͼ年2019年6月、目ฉを᧏成しました。

　2017年には「ສ理念」を掲げ、「ສ」への共通の価値់を

グローバルに共有しています。๓ΰЎᄦނఝᔏプログラム「ສ

ᔏ」は、国内でݘった知ូや成ഔを基にグローバルに広がり、

̺トナムをはじめインド̣シア・タイでもそれɗれのݓܦに

寄りཎったႳ自のプログラムを開始しています。アメリ˞ や͘ー

ロッ̫では、ि場のສ源ܦの自然をࡧりᔏʛ活動への取り

組みが広がっています。「ສ」問題はݓܦによってᠦ題がさ

まɆまななか、それɗれのݓܦᠦ題に向きطった活動をࣖ

開し、ΰ界の「ສ」のサステナビリティへのᢥ჆を推進してい

きたい。また、自社だけでなくサプライ̋˗ーン全体で人ฐ

や؂料ᠪ᧏などに関しても、०広い社会ᠦ題に向け取り組

みを৑化していきます。

「G
rowing for Good」を実現し、ላに社会から必ាと

される企業となるために、何よりも大切なのは「人」

です。グループに集う社員一人ひとりが企業理念や創業Ꮑ

ኙを共有し、しっかり学ʀ理解することが大切です。サント

リーに受けᐖがれる「やってみなはれ」「ՠ益Χ分主ᒳ」の

創業Ꮑኙを؂動力として、さまɆまなᔕಒや価値់を୨つ

社員が、それɗれの力を発வしていける組ᑦでありたい。

社員一人ひとりがᅲなる価値់をおもしʵいと感じ、Ϡい

をࢱ重しطい、またਔ૖なく意ូをぶつけطうことでシナ

ジーが生まれ、新たな価値を創出していく。

　また、社員一人ひとりが日々実践していくサントリーらし

い行動のあり方として、Ͼ年「サントリーグループ 9ay」を

ፎࡱしました。サントリーグループがグローバルに、そして

サステナブルに成長し続けるための基ᇸは、社員一人ひと

りにあるのです。この「サントリーグループ 9ay」を基本と

して、それɗれがࡑ分に力を発வし、「O0' S706OR;」と

してΰのιにᢥ჆していきたいと思います。

Ȉສと生ȴʱȋК業としてǴȈສȋを

ι਒にΰᅝのᠦᰊにؙりᏹʛ

ȈϷȋȲ価値を生ʙՌす

社員΢ϷɾとりȲ事業基ᇸ

グͣー̩ルɮ社会ᠦᰊ។ໃʋのᢥ჆

Ϸ೰ᔏ૾

・˵シーˑーオー・̝ ˛ー̇ー・マン̖ート
2018年3月に国連グローバルコン̫クトのイニシアティブである「6he C'O 9ater 

/andate」にᒝؼ。ΰ界のສᠦ題解ໃに向けて、サントリーが積極的に取り組ʛ৑い意

思を表౦しました。

)NoDCN O0' S706OR;
サントリーグループでは、「O0' S706OR;」をط言ᘺに、ΰ界に広がるグループ会

社間のシナジー創出に向けて、国や事業をᣰえた人೰Ϭ流やϠいの̤ウハウの共有

など、グローバル人事活動の進化を続けています。

༝޷グループɩঀȲʱ社会ᢥ჆活動
ビームサントリーでは、「6ogether for Good」という拠点ٛᦄの自然およʀສ源のѰ

全活動を実施しています。2019年には、ΰ界に拠点を୨つビーム社、全13˞国・55ܦ

。しました֐؏で2�000人もの社員が一మにݓ
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「ສ
と生きる」は私たちサントリーがお客様、社会とϬʸ

したᏚ೷の言ᘺです。この言ᘺには、「ສをࡧり、ສ

をᔏʛᄦނをࡧりたい」「社会に潤いをΫえる企業でありた

い」、そして「ສのようにഭ᥆にॡに新しいテーͅに挑戦し

続けたい」という私たちの思いが込められています。このᏚ

೷をഔたし続けることが、自然と人とが共生するサステナ

ブルな社会の実現につながります。この挑戦をグローバルに、

そしてサステナブルにᐖ続していくことが企業としての成長、

ᢉかな社会の発ࣖにつながると信じています。ΰ界ιの人

から信ᰆされ、ઞされる、ላに価値ある「Good」な企業と

して᠔められる企業グループを目୪したい。サントリーグルー

プの社員一人ひとりがЄ事への情ၓと挑戦意๖をਘれɎ、

᠛実で信ᰆされるGood 2ersonとして成長し、組ᑦとして

もॡに新たな̋ャレンジを続け成長していく。そのうえで、

事業の成֏をステーク̾ルダーや社会と分けطい、ともに

発 ・ࣖ成長していける関Ѣをΰ界でつくり、お客様、社会と

ともにス̫イラルに成長し続ける企業でありたいと考えて

います。

社会にとってላに価値Ȟʱ

К業をᇼ୪して

Ȉສと生ȴʱȋを˳ス̔ナブルに

日本՜とɮʱ国際ᇒɮສ᠔៴をؙਁ
2018年12月、「サントリー߀然ສ ߞ大ࣟブナの඙ि場」

が「#lliance for 9ater Stewardship」を取ਁしました。

この᠔៴は、ि場ٛᦄ流ݓのສのѰ全やス̋ュワード

シップ（፩理責任）の推進を目的としています。

˳ントリーのւ業ᏁኙȈʢってʙɮɹʳȋ
ᠥもやらなかったことに挑ʛ。ॡ識をᆁい視点をޱえ、考え଻いて、ひたʛきに行動

する。߆ఛを੄れɎ、ひたすら挑戦し続ける。私たちの事業の؂動力となる価値់です。
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ສをᔏʛȈဵ߀ສの඙ȋ

サ
ントリーの事業の൐ॸにあるのは「ສ」です。とこɻ が、

私たちがଦっている߀然ສは、どんなにӣれた技術

があってもつくることができません。『サントリー߀然ສ』には、

現在、3つのສ源がありますが、ܦ層やࣩᇸ、そこにബみ込

ʛまでの౾間とプロセスがそれɗれのٟʸいと҂性を生み

出します。私たちに߀然ສをつくることはできませんが、こ

のສとしっかり向きطうことで、҂性を᳁力としていくこと

ができるのだと思います。そのため、生ᅈ拠点となるສ源ܦ

に෬えるि場は、ສ源ݓܦの᳁力をສᩁ・ສᣏともにࢭ来

にʸたってࡧり続けられる場କに立ܦしています。

　そもそも߀然ສはどこからくるのでしʨうか。ສは༝から

ᙙ発し、ᮏやᮐとなってܦ表に᭄り注ȶます。そのສが౾間

をかけてܦιにബみ込みܦΩສとなり、いくつものܦ層、ࣩ

ᇸを通って磨かれた߀然ສとなって私たちのӬへ届くのです。

ここまでにかかる౾間はᏚ20年。ສ源をࡧるということは、

ᨇ会にいɮȲら඙をઋȦ

そˁɮટែを

ɭʞたɜのೞ೽にࡋ

サントリー食品インターナショナルോ়会社

ジャ̫ン事業本部 生ᅈ・SC/本部 専任部長

然ສ̋ーフアンバサダー߀

日Ω部 健 6aMeshi -usaMabe

˳ントリーဵ߀ສ
ᢉかな自然にᔏまれたᖧᣏなສを商品としてお届けしている『サントリー߀然ສ』。現在、

。大ࣟ、ᬾᛁの3ສ源からお届けしていますߞ、アルプスר

ȍ˳ントリーဵ߀ສȎ ブランド
Ռᗹ数ᩁ
2018年 約1�12ә˫ース
国ԏཐ༰飲料ॎݪɩ
年間ᢨ売数ᩁ0o�1ブランドỬ

Ử飲料ᐲቆᠪべ

˳ントリーのʞのづくりにɹǴȈよいສからǴよいڤ品をȋと

いȦᓏȫȲȞりǴւ業А೽Ǵဵ߀ສにɀだʸってȴました。

そのᔕಒにȞʱኺたɜのؙりᏹʙからȍ˳ントリーဵ߀ສȎ

ʋのɀだʸりをટɊていただȼʳɻとਰいます。

サントリアン Interview 1

ສをࡧり
ສをᔏʛ
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長い౾間をかけてສをᔏʛ඙を健康にѰつことでもあります。

2003年から始まったサントリー「߀然ສの඙」プロジ ク̠トで

は、ສがബみ込みやすいႢ઱にあることを理ઋとして実᭩に

現ܦへᣬき、ኽ学的なアプロー̋に基ɥいて、土のႢ઱を知り、

生઱Ꮦをᠪべ、ᗴれた土ܦにはᐳをଓすといったສ源༮
かんよう

ᰵ活

動に取り組んでいます。この活動をఉえるのが、サントリー「ສ

ኽ学ቆዲକ」です。「߀然ສの඙」を私たちが国内ि場でແ

み上げるܦΩສᩁの2҃以上のສをᔏめるᯃ積にまでଡ଼大す

ることを目ฉに、全国のສ源拠点で活動を続けてきましたが、

その目ฉをϾ年1年ձ҆しで᧏成することができました。

生ᅈჹݪɩʞ

こ
れほど貴重なສですから、大切にဳᱟなくщʸなけ

れɻいけません。そのため、生ᅈ現場では設ҷの໽

༏にщうສをԔʀきれいにしてᄦނに᧭す、高度なਉᄦԔՠ

用設ҷをࢴ入しています。そのສが流ݓで生活ສやᦂ業用

ສにもщʸれるのです。こうした大きなສのਉᄦを考えると、

そのなかにある生ᅈ拠点とສ源をࡧる活動は、重ាな৯տ

をഔたしているということになります。

　生ᅈ拠点のि場へは、毎年、たくさんの方がូ学に来られて

います。ࣟ ൻለの「רアルプスᇍ़ि場」では年間Ꮪ80�000人、

ᴗ取ለの「ߞ大ࣟブナの඙ि場」では年間Ꮪ25�000人の方が、

ฉ高700m以上にв置するि場まで៫れ、඙の姿やዴ気に

៕れていただいています。ូ 学で感じた感ែは、ᨇ会にいても

『サントリー߀然ສ』を飲ʛことで思い出していただけるの

ではないかと思っています。そんな感ែを、この先のೞ来も

。どもたちに感じてもらえるような生ᅈ拠点でありたいですɵࡋ

　そしてϾ、新たに׉アルプスのࣟ々を೗ʛ長ᩀለ大ᅕॎ

を第4のສ源ܦとすることになりました。このܦで、『サント

リー߀然ສ』ブランドにʅさʸしいᢉかな඙ɥくりをし、ᖧ

い商品をお客様にお届けしていきたいと思います。

　私にとって、「ສと生きる」というメッセージは、サントリーと

いう企業のഖ組みをᣰえて、ݓܦのᇓ様、商品をᣕ入される

お客様とも共有したい言ᘺです。「ສと生きる」ことの大切さを、

サントリーの߀然ສを通じて感じていただけれɻと思います。

そのことをより多くの方におХえすることに、もっと֔力をし

ていかなけれɻいけないと考えています。                       （ᠭ）

新ि場ࡪ成ϙઋ܏ἃレセプション

6O2ICS

ȍ˳ントリーဵ߀ສȎのጽ4のສ྄Ȳ᠗生

ᬌᩀለ大ᅕॎにिݪをয設ι

年間1億˫ースをᣰえるブランドに成長した『サ

ントリー߀然ສ』をさらに安ࡱしてお届けするた

めに─第4のສ源をஙしັめていたサントリー

では2018年7月、長ᩀለ大ᅕॎとि場立ࡱקܦ

ೃにᠪײしました。آくからᢉかなສの੘みで

知られる大ᅕॎより、2021年から『サントリー

。然ສ』をお届けするៜ画です߀

˳ントリーȈဵ߀ສの඙ȋプͣジ˗クト
各ܦの行ఒや඙ഒକ有者と30年以上を؂խとするι長期ߒᏚを結ʀ、専門ࢀとともに

ኽ学的൐拠に基ɥいたᠪഽ・ቆዲを行い、ܦӬの方々とק力し、ສ源༮ᰵ活動を行って

います。

˳ントリーȈဵ߀ສの඙ȋ

Ԁ国15ᨇউለǴ21ͳକ
約12,000JC

˳ントリーグループ国ԏिݪɩແʙ上Ⱦʱ地Ωສᩁの

2҃А上のສを༮
かˁよȦ

ᰵ
（2019年6月౾点）
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サントリー̾ールディングスോ়会社

コー̓レートサステナビリティ推進本部　CSR 推進部長

ഒ ጜ༗ #Mihiro -obayashiࢵ

社会ኪኑ໩Ϸ ᧴ࢨ会
高ຏᗁ（特՞ᰵᡵᓎ人̾ーム）、どうみʨうじ高ຏᗁ（ᐲطኪኑ施設）、ౚ឵ח部ݓܦ

の運営や、៫問Ͽᡵ・通କϿᡵܜଢ଼ఉஶセンター（大ᬹॎから受៤）、つʒみѰᔏ׀

などの在ࡥϿᡵサービスにも注力しています。

ւ業のᏁኙのʞとに

サ
ントリーは創業Ꮑኙである「やってみなはれ」のもと、

商品やサービスを通じて生活文化をᢉかにしたい

という思いで新しい価値創造への挑戦を続けてきました。

一方で、その౾Ўにおける社会ᠦ題をូつめ、さまɆまなᠦ

題に向きطうなかで「人々が心ᢉかに人間らしく生活できる

社会の実現」を目୪してきました。

　サントリーの社会ᢥ჆活動の第一๭が、社会ኪኑ໩人 

。の開設でした「ᆶᭌ៲ࡻϾ」会につながる1921年のࢨ᧴

サントリーの創業者・ᴗϢ信ໝ᧽が、ᆓ気になってもכ分な

៲ᆶ機会をਁられない生活܍ጄ者のために、ဳ 料の៲ᆶ

କを大ᬹॎのあいりんחܦに開いたものです。

　その後、日本は高度経དྷ成長期をᦋえましたが、人々が

ႽဣにӅく一方で、心のᢉかさがັめられる౾Ўでもありま

した。そうした౾Ўだからこそ、「人間らしく」あるためにᖼ

術や文化の分ᩀで社会にᢥ჆しようと、サントリーᒪ術᱂

やサントリー̾ールを設立。さらにス̓ーツを通じて心身と

もに健康な生活を推進するために、バレーボール、ラグビー

の自社̋ームを組ᑦしました。現在では、๓ΰЎのࡋども

たちの成長をఉえるために、そういったᖼ術・文化、ス̓ー

ツを通じた๓ΰЎᔏ成活動にも取り組んでいます。

社員΢ϷɾとりȲ

Ȉ利益ΧՒ主ᒳȋのԊჹ׈に

ᢥ჆していくために

ኺたɜɹॡに౾ЎをូɢめたК業活動をᐗȼてȴました。

そのՒᩀɹᖼ᝔・బ׈Ǵス̓ー̑Ǵ社会ኪኑをι਒にǴ

๓ΰЎᔏ૾Ǵᝲ ဒ地ఉஶǴ地域ᢥ჆ɮɭࣣ޺にʸたります。

ኺたɜȲɀʳらの活動にかȼʱਰいをɂᏴϿします。

サントリアン Interview 2

ສのよȦに社会を
࿂しᐗȼʱ
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　このような社会ᢥ჆活動は、サントリーの創業以来、ᔪ々

と受けᐖがれているもう一つのᏁኙ「ՠ益Χ分主ᒳ」に基ɥ

いています。事業でਁたՠ益は「事業へのԔଶᢿ」「おਁ意

先・お取ু先への᧭Ӭ」、そして何より「社会へ᧭Ӭする」と

いう考えが活動の源泉となっています。

社員΢ϷɾとりȲ活動にᢥ჆

Ͼ
年40ٛ年をᦋえた文化ᢤ܋の活動も、その象਍の一

つです。設立ড়౾から続く「サントリーݓܦ文化ᣉ」で

は、ݓܦ文化にᢥ჆する活動を応ஶしており、ᧉ؎40年で

体以上をఉஶしてきました。ೋᦌでは、そうした全国܋200

各ܦの活動を私たち社員自身が体験することで、ݓܦのᖧさ

に៕れ、活動をサ̓ートすることの大切さを感じる機会を設

けています。こうした活動により、社員一人ひとりが「ՠ益Χ

分主ᒳ」のԊ現化にᢥ჆していくことが大切だと思っています。

　また、ᦌ年では毎年のように自然ဒࡽがᣮきています。

なかでも2011年のഃ日本大ᮛဒ、2016年の။本ܦᮛでは

大きなᝲࡽがありました。ᝲ ဒܦఉஶにおいて、ᩃ᪍ᯃの

ఉஶだけで活動は現܋ܦ体にすべてお任せというのでは、

サントリーらしくないと考えています。現ܦへᣬき、ݓܦの方

に寄りཎいながら、ק力しطって੖の長いఉஶを続ける。そ

うしたܦ᧎な活動にこそ、サントリーらしさがあると思います。

　2018年には、឵ 日本ᢑᮏがありました。޴のಟい౾期で、

現ܦでのఉஶ活動にはၓιᆔなどのリスクもありました。

それでも社員に対してボランティアを֮ったとこʵ、๓々と

ଚが୯がり、全国のグループ社員Ꮪ110人が集まりᝲဒܦ

へ向かいました。私もその一人として؏֐するなかで、ݓܦ

の方 と々接することが活動の؂点であると、改めて実感した

とこʵです。

　私たちは「Growing for Good」というビジョンを掲げて

います。サントリーが商品やサービスを通じてお客様にᢥ

჆し成長することで、「Good」を社会におᦍしし、社会から

必ាとされる企業へ成長していきたい。これからもこのビジョ

ンのもと、ᢉかな生活の実現を目୪して社会ᠦ題に目を向

け続けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ᠭ）

˳ントリー地域బ׈ᣉ
全国各ܦでࣖ開されているᖼ術、文学、ХᐌのѰࡑ・ᐖଫ活動などを通じて、ݓܦの文

化向上と活性化にᢥ჆した҂人・܋体に毎年ᣚٕしています。1979年の本ᣉ創設以来、

全国すべてのᨇ᧎উለより受ᣉ者が生まれてきており、第40܉（2018年度）までのᐲత

は214件に᧏しました。

Ȉ˳ントリー˳ン˰リアスȋラグ̯ークリニック
トップリーグの現৯᧤ଚやO$が、直接ࡋどもたちを୪ࢴするラグビークリニック

を開ҹ。ほか「サントリー˞ップ全国ࢵ学生タグラグビー᧤ଚฐ大会」の運営サ̓ー

トなど、さまɆまな๓ΰЎᔏ成活動を行っています。

Ȉ˳ントリー˳ン̩ー˼ȋ̩ ͠ー́ールクリニック
バレーボールクリニックの開ҹをはじめ、ࢵ学ൈの஍業で「体を動かす楽しさを知っ

てもらうためのボールᧆʀఝ室」の開ҹや、ݓܦのバレーボール大会の運営サ̓ー

トなども実施。๓Ўをେうࡋどもたちをఉஶしています。

くまʞと̳ラワープͣジ˗クト
။本ਈᕿఉஶ活動「サントリーສの国くまもと応ஶプロジ ク̠ト」の一ᄦとして、サントリー

フラワーズとػקで行っているプロジ˗クトです。ώ़။本ि場ٛᦄ3ᅕ（益ݍᅕ・ۖ ँ

ᅕ・ਆᖘᅕ）のВ設дࡥのᇓ様を対象に、花ᗅをご提供しᔏてていただくことで、ጴᰎを

お届けしたいという思いで実施しています。

ス̓ー̑を᦯Ɋた๓ΰЎᔏ૾ఉஶ
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サントリー̾ールディングスോ়会社

*R 本部　グローバル人事部部長

スー・ɣ ̤ン Sue Gannon

ኺたɜɹǴК業の૾ᬌの྄໥ɹϷ೰にȞʱとᓏȫています。

グͣー̩ルК業としてǴϷ೰をؙりोくᄦނʞ大ȴく׈ޱし

ています。そȦしたɮかǴւ業のᏁኙをよりཆく༞ᦦɅɐǴ

様ɮϷ೰Ȳᔥ֍をᇊவɩȴɦ޺ ᄦނづくりに໳֍しています。

К業ᰜܡをᨵ૾すʱւ業のᏁኙ

何
事にも̋ャレンジングで、いかなる౾にもᯇ新をັめ、

成長していこうという考えが༞ᦦしているń。これ

まで人事のプロフ˗ッショナルとして、༝外のさまɆまな企

業でӅいてきた私の経験と၄らしطʸせても、サントリーグ

ループの企業風土はとても͔ニークでᏩಕらしいものだと

感じています。

　その企業風土を醸成しているのは、創業のᏁኙです。「やっ

てみなはれ」「ՠ益Χ分主ᒳ」といった創業のᏁኙが༞ᦦして

いることが、社員一人ひとりが日々ձ向きに業֪に向かう姿

勢に大きく৬響しているのです。そして、現在サントリーグルー

プはΰ界ιに०広く事業をࣖ開し社員もΰ界ιに広がって

います。このΰ界ιの社員が「Global O0' S706OR;」とし

て大きな力を発வし、さらなる成長を続けるために、私たち

はత多くの取り組みを行っています。その一つが、2015年に

Ȉ)NoDCN *R CoPferePceȋのࡵౄ
サントリーグループ内の人事分ᩀにおけるシナジー創出に向け、̣ ットワークɥくりや

情報Ϭறに֐え、グループ共通の人事ᠦ題解ໃに向けた議ᠳをする場として、年にỹ

度「Global *R Conference」を開ҹ。第8܉となる2018年は、ΰ界各国から53ؼの

人事େড়者が集結し、O0' S706OR;の๓のステージへの進化に向け全ΰ界の἗ἡ

一νとなってさまɆまな活動৑化を܏りました。

サントリアン Interview 3

ȞらʦʱϷ೰Ȳ
ສのよȦに自ܤに

֍৑くᥛȼʱよȦに

ᠥʞȲؚȼӿʳらʳǴ

ᔥ֍をࡑՒにᇊவɩȴʱ。

そˁɮᏹᑦをΰᅝιに
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設立された「サントリー大学」です。ここでは、全ΰ界の社員

が「創業のᏁኙ」を学ぶことを̺ースに、҂々のᔥ力向上を܏

る多০なリーダーシップ開発・企業文化༞ᦦプログラムを設け、

それɗれがೞ来をូஅえ学ʀ続ける機会を提供しています。

なかでもリーダーシップ開発はೋも重ា視し、৑化している

̓イントであり、日本をهめΰ界ιのグループ各社のリーダー

をᔏ成することを目的に、「Global .eadership &evelopment 

2rogram」などのプログラムをグローバルにࣖ開しています。

᭢層ごとに必ាとされるレ̺ルに応じて、リーダーシップやイ

̤̺ーション、サントリーのミッション・ビジョンを実現する

ための戦ᅪ的ツールについて学ʀながら、؏֐者のサントリー

とのᏁኙ的な結ʀつきを৑めるとともに、؏֐者ޣػの̣ッ

トワークも深めることを目୪しています。これらは社内フˊシ

リテーションに֐え、ΰ界ιのビジ̣ススクールとタッグを組

み実践しています。そのほか、༝外グループ会社の社員を対

象としたቆ修プログラム「Global O0' S706OR; 2rogram」

では、国ނや商ઽᓀといったあらʦるバリアをᣰえてサントリー

の๱خ・文化・理念を理解しサントリアンとしての意識を高め

ること、そして事業間のシナジーを生み出すことを目的にワー

クショップを行っています。その結ഔ、本プログラムで考えら

れたアイデアは事業戦ᅪや実᭩のアクションプランにؖ౮さ

れ、サントリーグループの新たな価値の創出にᢥ჆しています。

Ͼ後も、さまɆまな業ዘが集うサントリーグループの৑みを

活かして、シナジーを発வし、グループ各社の人೰開発にᢥ

჆していきます。

̉ˑ̩ ーシ̔ˎ᏾営の஝ᦺ

サ
ントリーグループではダイバーシティ経営を推進して

おり、多ዘ多様な人೰がイキイキとӅけるᓴ場ᄦނの

実現を܏っています。その一ᄦとして力を入れているのがߥ

性の活᤯です。ߥ性リーダーの̣ットワーク醸成に向けて

「Suntory 9omen	s 0etworM」を立ち上げ、ᗍଚ層のߥ性

社員に対しては、リーダーに向けたͅインドセットቆ修を実

施しています。より多くのߥ性がサントリーのॸ部ᓴにࣀくこ

とで、お客様を深く理解した事業的な価値も生まれると考え

ています。こうした多くの取り組みによって、ᠥもが受け入れ

られ、それɗれがᔥ力をࡑ分に発வし、成長していくことが

できる組ᑦをоっていきたいと思います。                        （ᠭ）

Ȉ˳ントリー大学ȋ3ɢの᯼域

 リーダーシップとキャリア開発 リーダーシップとキャリア開発

 創業のᏁኙの共有と実践 創業のᏁኙの共有と実践

O0' S706OR;の推進

Ȉ˳ントリー大学ȋɩのリー̉ーシップ開ᇊのؙりᏹʙǳ

ńࢭ೽の᏾営Ϸ೰・グͣー̩ルリー̉ーシップ開ᇊに向ȼてń
グローバルをᖌجに活᤯する৑いビジ̣スリーダーをᔏ成するため、経営戦ᅪとリンクした リ˞キュ

ラムを用意しています。

「Global .eadership Forum（G.F）」 「Global .eadership &evelopment 2rogram（G.&2）」

6O2ICS

˳ントリー՜ờȈグループ・グͣー̩ルのߥਵリー̉ー 

̣ットワーˣングȋを開催

国᭩ߥ性デーである3月8日に「グループ・グローバルのߥ性リーダー

̣ットワーキング」のローン̋イ̺ントを開ҹしました。本イ̺ントは、

日本をはじめΰ界12拠点でػじプログラムを開ҹ。O0' S706OR;

グループがグローバルでつながることで「҂々の成長、およʀ後進のᔏ成」

「グループ全体での成長֐ᦲ」を目的としています。
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Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

˳ントリーグループɩɹǴȈສと生ȴʱȋをࡵჹすʱためにɅまɆまɮؙりᏹʙをᝑっ

ています。自ဵᄦނのѰԀ活動をɹɊめǴᖼ᝔బ׈・ス̓ー̑Ǵ社会ᢥ჆活動Ǵ

Ʌらにೞ೽をେȦࡋɭʞたɜをఉஶすʱ活動を᦯ɊてǴ社会ʢϷǺの಩らしに࿂い

をʞたらしたいƷ。そしてǴສととʞに生ȴᐗȼʱɀとのɩȴʱೞ೽をࡵჹしたい

とᓏȫています。

˳ス̔ナ̯リ̔ ・ˎ̯ ジョン

お客様志向

品ᣏ
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Ϸ೰ᔏ૾

社会とのԇ生

自ဵとのԇ生
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˳ス̔ナ̯リ̔ をˎ಩らしの

Ȟたりまȫにすʱために—

˳ントリーȲɩȴʱɀとǴそして

すʱべȴɀとを日Ǻ学 ɩˁいます。

サントリー̾ールディングスോ়会社

行৯員ݗ

コー̓レートサステナビリティ推進本部長

コー̓レートブランド 戦ᅪ部長

ኪ本 ともみ

サ
ントリーグループは、サステナビリティ経営をグループ

全体でさらに৑力に推進していくため、Ͼ年新たに

「サステナビリティ・ビジョン」をፎࡱしました。私たちが目

୪すサステナブルな社会についてのビジョンと、「ສ」をι心

とした7つの重点テーͅを掲げています。

　サントリーグループが企業理念に掲げる「人と自然と響き

あう」を実現している社会こそが、私たちの目୪すサステナ

ブルな社会です。人 と々社会、そして自然との共生を目୪し、

人々の生活が潤いᢉかに成長することと自然ᄦނをࡧりᔏ

てることが共ࡑし、ຬく୨続していく社会です。私たちは自

然の੘みにఉえられた企業であり、ສがなけれɻ何もつくる

ことができません。そのສを生み出す自然の生઱Ꮦへのࢱ

ణと感ᡗの思いを୨って、さまɆまな活動に取り組んでいま

す。商品・サービスを通じてすべての人に人間らしいᢉかな

生活文化を提供するとともに、これを生み出すバリュー̋˗ー

ン全体において、私たち自身の事業の発ࣖが୨続ثᔥな社

会の実現にᢥ჆できる企業であることを目୪しています。

　いまΰ界は多ࣣにʸたるᄦނ・社会ᠦ題に直ᯃしています。

グローバルに事業をࣖ開する私たちサントリーグループも、

˳ントリーグループȈ˳ス̔ナ̯リ̔ ・ˎ̯ ジョンȋをፎࡱ

これらのᠦ題にこれまで以上にላ௏に向きطい、ᠦ題解

ໃにᢥ჆していかなけれɻなりません。ສのサステナビリ

ティや気҉ޱ動への取り組みが重ាなテーͅであること

は言うまでもありませんが、ᦌ年大きな社会問題となって

いる༝໺プラス̋ック問題もサントリーグループが一νと

なり先᭍を切って取り組ʛべきᠦ題ととらえています。こ

の取り組みを推進するため、ਉᄦܽ社会のৣ成とᔲရᏩ

社会の実現に向けた、サントリーグループ「プラス̋ック

基本方ᩊ」をፎࡱしました。2030年までにサントリーグ

ループがщ用するすべての̼ットボトルの؂料をリサイク

ルᏩ೰あるいはඥႏᅐ来Ꮹ೰のみにし、化ቁᅐ来؂料の

新ួщ用を̀ロにするという高い目ฉを掲げ、取り組みを

৑化していきます。

　「人と自然と響きあう」というщ٥のもと、自然と共生し

ながら、すべての人が人間らしく心ᢉかに಩らせる社会を目

୪して、ॡに新たな価値創造に挑みます。私たちの成長が

୨続ثᔥな社会の実現にᢥ჆するものとなるよう、̋ ャレ

ンジを続けていきます。

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

˳ス̔ナ̯リ̔ ・ˎ̯ ジョン
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̔ーマ ˯ミットメント ᬝ連すʱS&)s

ສ サントリーグループ『ສ理念』に掲げるສਉᄦへの理解、፯ສ・Ԕՠ用・༏化、ສᢿ源Ѱ全、ݓܦ社会との共生などの活
動を、グループ全体で推進し、外部ステーク̾ルダーと連ேしながらສのサステナビリティの実現に֔めます。

CO2 ᔲရᏩ社会の実現を目୪して、自社施設や設ҷおよʀバリュー̋˗ーンのεᯃにおいて、ೋ新のሂ˘̣技術の積極
。ᔥ˘̣ル˥ーの活用などを通じてCO2ஒ出のծཚに֔めますث入やԔ生ࢴ

؂料 ড়社製品にΪث๒な自然の੘みであるᦂоႏやその他؂料について、サプライ̋˗ーンにおけるビジ̣ス̫ートナー
とק力し、主ា؂料における社会・ᄦނᠦ題を特ࡱしたうえでサステナビリティを実現するための取り組みを通じて
共に成長し、ᢉかなݓܦ社会の実現にᢥ჆します。

᝾׀・۩ࢂ 主ាな׀・۩ࢂ᝾೰について、商品設ៜからᥢᦟ、消費後のリサイクルまで、商品のライフサイクル全体でのᄦނᨔ
ૂを実践し、ਉᄦ経དྷの実現に֔めます。

Ҩ঑ 心身とも健やかでڻʀにྀちた生活の実現にᢥ჆するために、サントリーグループは以Ωのỻつの᯼ݓで活動を推進し
ていきます。

酒類
人々の日々の಩らしにڻʀや潤いをもたらし、人生の፯目であるኘ事・ૉ事などでも大きな৯տをഔたす、ビール、ワイン、
ウイスキーなどの酒類を通じて、心ᢉかな社会の実現にᢥ჆します。アルコールの特性を᠔識したうえで有ࡽ௉取を
ᬼ๩するため、&rinM Smart の考え方に基ɥき、ᧉս௉取・飲酒運᥇・໩ࡱ飲酒年ᶯೞྀの飲酒・߭ ᅈࠥ飲酒ᬼ๩
に向けた活動・情報発信を自社で取り組ʛとともに、社外とも連ேし、推進していきます。また、お客様の多様な飲
用シーンに応えるために、自社製品̓ートフ˛リ˜のιで̤ンアルコール飲料やгアルコール製品を提供していきます。　

飲料
日本でݘった「ナ̋ュラルỦ̹ルシー」な飲料開発技術を活用するとともに、飲料を通じて社会の健康ᠦ題へ取り組み、
ΰ界ιの人々のドリンキングライフをより自然で、健康で、ѡՠで、ᢉかなものにします。

Ҩ঑食品
「自然のちから」と健康の関ʸりをኽ学的に解き౦かし、毎日の「食」を通じて健康٥ࢨのবЪにᢥ჆することで、人々
の健やかでᒪしく心ᢉかなウ˗ル̣スライフをサ̓ートします。

Ϸฐ グループ従業員
֚Ӆ安全の徹底はもとより、健康経営の推進、長期的視ᩀでの成長機会の提供により、健康でॷせにྀちた生活の
実現をサ̓ートします。人間性をࢱ重し、ハラスメントなどをᬼ๩するとともに、人ዘ、࡮ఝ、性՞、性的୪向、年ᶯ、
国᎘、言語、᭪がいなどの多様性を᠔め（ダイバーシティ）、一人ひとりがᅲなるࡑ在として受け入れられ、全体を෬成
する大切な一人としてその違いが活かされること（インクルージョン）を推進し、ᠥもがӅきやすく、「やってみなはれ」
Ꮑኙྊれる֚ࣀᄦނɥくりを推進します。

̩リュー̋˗ーン
バリュー̋˗ーンに関ʸるすべての人のॷせにᢥ჆するために、ড়社の事業による人ฐへの৬響をᏁഽ・理解したうえで、
ビジ̣ス̫ートナーをهめた外部ステーク̾ルダーと積極的に連ேし、人ฐࢱ重の取り組みを推進していきます。

生活బ׈ 人々の心と身体を潤し、生活文化をᢉかにする製品やサービスを提供するとともに、イ̤ ̺ーションを促進して新た
な価値を創造し、あらʦる人が人間らしく心ᢉかに಩らせる社会ɥくりにᢥ჆します。創業Ꮑኙ「ՠ益Χ分主ᒳ」に基
ɥき、౾Ўの社会ᠦ題にላ௏に向きあい、社会ኪኑ、ᖼ術・文化・学術、ス̓ーツ、๓ΰЎᔏ成をはじめとするᢥ჆活
動に取り組みます。事業をࣖ開するݓܦにおいて、ݓܦ社会との対話を大切にし、ᠦ題の解ໃや生活文化の充実に
ᢥ჆するよう֔めます。

サントリーグループのサステナビリティについ

ての詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

philosophy/

˳ントリーグループȈプラス̋ック基本ూᩊȋ  （2019年5月ፎࡱ）

1� Rec[cNe � RePeYCDNeἃ

 1  2030年までに、グローバルでщ用するすべての̼ットボトルのᏩ೰を、リサイクルᏩ೰とඥႏᅐ来Ꮹ೰に100Ụ切りೊえ、化ቁᅐ来؂料の新ួщ用
̀ロの実現を目୪します。

 2  すべての事業ࣖ開国において、各国の国情に応じた֜ო的なリサイクルシステム෬፴のために必ាな施ፎを、ఒউ機関や業界、ᄦ0ނGO、02Oな
どと共に積極的に取り組みます。

2ỵ ReFuce � ReRNCcemePtἃ

 ᢿ源の有֜活用のために、׀۩ࢂ᝾のデ˵インޱೀなどにより、プラス̋ックщ用ᩁのծཚを推進するとともに、ᄦނに̣ˠティブな৬響をΫえない

Ўೊとなる׀۩ࢂ᝾のࢴ入のඬ៟を進めます。

3ỵ IPPoXCtioPἃ

 リサイクルო向上、ᄦނ৬響をೋࢵᭆにଲえるᏩ೰᯼ݓなどにおけるイ̤ ̺ーションに積極ଶᢿします。

4ỵ 0eY $eJCXiorἃ

 人々の行動ࢂޱを促す啓発活動を実施するとともに、サントリーグループ社員一人ひとりが、ライフスタイルのޱᯇに֔め、分՞収集の促進、໙ऻ、

༝ࣰの清஌活動などの社会ᢥ჆活動にも積極的に؏֐します。

˳ス̔ナ̯リ̔ˎにᬝす ỿɦɢの̔ーマ （2019年7月ፎࡱ）
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Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

お客様志向

お客様の声にᓞをӀȼǴ
期৷にਚȫᐗȼʱために
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お客様視点に基づいた新しい価値の提供

私
たちは、「人と自然と響きあう」の企業理念

のもと、お客様の生活文化に潤いをもたら

す製品・サービス、新しい価値の創造に挑戦を続

けてきました。ウイスキーを気軽に楽しんでいただ

くきっかけとなった『ハイボール』や、缶コーヒーと

は違う新たなコーヒーの飲用シーンを開拓した『ク

ラフトボス』 ─こういった価値創造の源泉は、お

客様からのニーズや期待にお応えしたいという思

いです。サントリーでは創業以来、お客様第一の

姿勢で事業活動に取り組んでおり、1976年に「消

費者室」（現在はお客様リレーション本部）を設置

したり、すべての商品にお客様センターのフリーダ

イヤルを掲載するなど、業界に先駆けて「お客様志

向経営」に取り組んできました。2017年4月には「消

費者志向自主宣言」を発表。すべての企業活動に

おいて徹底したお客様志向を実践しています。

　現在、お客様の声は年間8万件以上寄せられてお

り、それらの声を分析し「VOC（Voice of Customer）

会議」のほか全従業員必修の「お客様視点ブラッ

シュアップセミナー」を実施するなど、社内で広く

共有しています。また、お客様センターでは入社4年

目の社員全員を対象に、お客様からのお電話に

直接応対する「体感プログラム」を実施しています。

こうしたお客様との貴重な体験を通し、お客様志

向を身につける機会としています。これからも社員

一人ひとりがお客様視点で考え、行動することで

「Growing for Good」な企業として成長を続けられ

るよう、力を注いでいきます。

サントリーグループのお客様志向についての

詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/service/responsibility/

ドリンク・スマート
酒類を製造・販売する企業の責任として、

アルコール関連問題に積極的に取り組

んでいます。全従業員への適正飲酒に

関する意識啓発を徹底するとともに、

お酒の特性や適切な飲み方をお客様に

正しくご理解いただくための情報発信

や啓発活動に取り組んでいます。

お客様視点ブラッシュアップセミナー
毎年、全従業員が必修で受講する、お客様志

向を磨き上げるためのセミナー。従業員一人

ひとりがお客様のために何ができるのかを考え、

行動することを促すために、経営層トップが語

る動画メッセージや、お客様から寄せられた声、

お客様視点での改善事例などを社内講師が

国内全拠点に出向きFace to faceで共有。サ

ントリーグループのお客様志向経営推進につ

なげています。

年126 回
 開催

お客様視点ブラッシュアップセミナー

年間約81,000 件

1976 年

お客様の声

消費者室設置

消費者志向自主宣言

1. お客様の心に響く商品・サービスをお届けします。

2. お客様の立場に立って、安全・安心を徹底します。

3. お客様の声を企業活動に生かします。

4. お客様への情報提供を充実します。

5. お客様視点で行動する従業員の風土・意識を醸成します。

お客様により知っていただくために
サントリー流「お客様志向」をより深く知って

いただく新たな活動として、2018年より、大学

生を対象として、お客様視点にたった商品開

発を体験するワークショップをスタート。社員

からのフィードバックや解説を通じ、より理解

を深めていただいています。

のべ  名
大学生とのワークショップ
大学生参加数（2018年1月より）

VOC（Voice of Customer）活動
2005年より「VOC 活動」をスタートしました。

これはお客様センターに寄せられる声を部門

ごとに分析、社内各部門に共有し事業に活か

す活動です。2012年には「ソーシャルメディア

上のお客様のつぶやき」を収集・分析する専用

システムも運用開始。年々、分析技術が高度に

進化してきたことにより、多様化するお客様へ

の理解が向上しています。

や啓発活動に取り組んでいます。
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All for the Quality

品ᣏをቺȴ上Ⱦʱために
ೋڲをࣆくす

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

品ᣏ

サ
ントリーグループでは創業以来、お客様第一の姿勢で、

品ᣏに徹底してこだʸり、品ᣏへのᰰくなきᦝັを続

けてきました。ೋ高のおいしさ・ೋ高のサービスとともに安全・

安心な品ᣏをお客様にお届けすることが私たちの؂点であり、

日々品ᣏの向上に取り組んでいます。

　サントリーの品ᣏに関する取り組みは、製造現場におけ

る活動だけではありません。私たちの品ᣏに対する姿勢を

౦文化したサントリー品ᣏ方ᩊ「#ll for the 3uality」のもと、

商品・サービスの企画開発から؂料ᠪ᧏、製造、ႏ流、販売、

サービス、すべてのプロセスで従業員一人ひとりが品ᣏのେ

いଚであることを意識し、ೋ善をࣆくしています。

  　品ᣏを磨くことに˰ールはありません。これからもお客様

にڻんでいただけるように日々֔力を続けていきます。
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約200᯲ᇼ
（2019年6月౾点）

˳ントリーの
Ւഐ᯲ᇼ

 ສʋのɀだʸり

商品にщ用するສについては、安全性のቭѰにೋも重きをお

き、ສ᧎໩・ສᣏ基準᯲目の51᯲目に֐え、サントリーႳ自

の᯲目を設ࡱしてطៜᏚ200᯲目をࡱ期的に分析・ඬഽして

います。なおড়社の安全性ኽ学センターは、国᭩ួ൑ ISO/

I'C17025を取ਁしており、ສιのӬᏩ分析における適正な

ᔥ力を有していることを第Χ者機関から᠔ࡱされています。

 おいしɅɹϡટɩՒഐ

各ि場では、،しい᠂験をクリアした࡯ᔥ̫̣ラーを᠔ࡱ。

お客様にೋ高においしい商品をお届けするために、製品の

化学分析だけではなく、製品ができるまでのिውをቭ᠔した

り、製品の࡯ᔥ៼価を日々実施しています。

 ਏঅした؂料品ᣏѰ៴

؂料ごとに専門知識を୨つ有識者の̋ームをᐿ成し、؂料

の൒ݘ・収ዯから؂料֐ि・ᥢᦟ・Ѱ፩にᕵるまでのすべて

のプロセスで徹底的にリスクを໽い出し、ೞ然ᬼ๩の対ፎを

実施しています。

 飲用౾品ᣏʋのɀだʸり

お客様がءにされるሩ間の飲用౾品ᣏにこだʸり、営業部

門においても安全・安心でおいしい商品をお客様にお届けす

るさまɆまな活動を行っています。Ꮪ40年にʸたる業֪ই

様への品ᣏセミナーの実施やࡱ期的なアドバイ˵ー៫問な

ど、業֪ই様と一ᐴになってお客様においしいบ生ビールを

お届けする活動を行っています。

サントリーグループの品ᣏについての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/

Suality/

約18,000 ই
（2019年5月౾点）

Ȉบ生᧏Ϸইȋই数

 1本1本ਏঅしたࡨԀਵのቭѰ

製造ि場においては、*#CC2 やISO9001といった品ᣏに

関する᠔៴の取ਁに֐え、1本1本安全・安心な商品をつくる

ために、日々現場で設ҷや製品のႢ઱をቭ᠔したり、ࡱめら

れたЄ組みやо業が正しく行ʸれているかをቭ᠔しています。࡯ᔥ̫̣ラーϷ数

約1,000名

（2019年6月౾点）
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Ɏっとສと生ȴていȼʱೞ೽を

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

自ဵとのԇ生

˳ントリーグループ ȍສჼਢȎ 2017年1月ፎࡱ

ສɹグループにとってʞっとʞᨿាɮ؂料ɩȞりǴかɢǴᢲᨿɮԇ೎ᢿ྄ɩす。ᄦނ基本ూᩊの

ೋ上вに஢Ⱦ Ȉɦສの˳ス̔ナ̯リ̔ˎのࡵჹȋに向ȼてǴ๓のჼਢをグループԀзɩԇ೎しǴ

ス̔ーク̾ル̉ーの期৷にਚȫていȴます。

1� ສਉᄦを知ʱ

 щ用するສのਉᄦについてኽ学的アプロー̋に従って流ݓをᠪべ、理解を深めます。

2� 大ՓにщȦ

 ສのỻR（Reduce/Reuse/Recycle）活動を通じて፯ສに֔め、༏化したສは自然に

᧭し、ᄦނイン̫クトを軽ཚします。

3� ສ྄をࡧʱ

 サステナブルなೞ来を実現していくため、ステーク̾ルダーとק力しながらщ用するສの

ສ源Ѱ全に֔めます。

4� 地域社会とԇにؙᏹʛ

 社会がᢉかになるように、ສᠦ題の解ໃへのᢥ჆を通じてݓܦコミュニティをఉஶします。
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ສ

CO2

 Ȉ˳ントリーᄦ̯ނジョン2050ȋおよʀȈᄦނᇼฉ2030ȋのූា

ᄦނᇼฉ2030 ˳ントリーᄦ̯ނジョン2050

サントリー食品インターナショナル（ോ）は、ᄦނ情報開ኊシステム

を提供する国᭩的なᯀ営ՠ܋体である「C&2」から高い៼価を受け、

「C&2ウ˛ーターセキュリティ ἐリスト企業」に3年連続で᠔ࡱさ

れました。

サントリー̾ールディングス（ോ）およʀサントリー食品インターナショ

ナル（ോ）のཤ室֜ഔˠスծཚ目ฉ（ᄦނ目ฉ2030）が「S$6イニ

シア̋ブ」の᠔ࡱを取ਁ。

1
 全ΰ界の自社ि場でのສщ用を

 15%ծཚỬ5

 ສ源༮
かんよう

ᰵ活動を

2  全ΰ界の自社ि場の

ౄࡵ数А上ɩע 

 全ΰ界の自社拠点での

1  CO2ஒ出を

 25%ծཚỬ6（Scope 1、2）

3
 ສᢣᗹの高い主ា؂料について

 ୨ᐗثᔥɮສщ用をᦝັ

ສの˳ス̔ナ̯リ̔ˎ
 全ΰ界の自社ि場でのສщ用をעཚỬ5   

 全ΰ界の自社ि場で取ສするᩁ以上のສをᔏʛ
ためのສ源や生઱ᏖをѰ全

 主ាな؂料ᦂоႏにおける୨続ثᔥなສщ用を
実現

 主ាな事業ࣖ開国において「ສ理念」を広く社会
と共有

຦҉ޱ動ࢧፎ

ჺཤಠ化ᬼ๩に向けて、ᔲရᏩ社会の実現ܦ 

にᢥ჆

 ສに関する啓発プログラムと

4  安全なສの提供などの取り組み

 100ΥϷА上にࣖ開

 自社拠点以外のバリュー̠̋ ーンに

2  おけるCO2ஒ出を

 20%ծཚỬ6（Scope 3）

サントリーグループの自然との共生について

の詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

highlight/2015/environment/

Ử5  2015年における事業᯼ݓをձ提としたש؂вでのծཚ　　Ử6  2015年における事業᯼ݓをձ提としたᐲᩁでのծཚỬ5  2015年における事業᯼ݓをձ提としたש؂вでのծཚ　　Ử6  2015年における事業᯼ݓをձ提としたᐲᩁでのծཚỬ5  2015年における事業᯼ݓをձ提としたש؂вでのծཚ　　Ử6  2015年における事業᯼ݓをձ提としたᐲᩁでのծཚ

ȈFto2̉ˑ͠クトリ˳ クˑルବ᝔ȋを用いて

CO2ஒՌᩁを大०にծཚ

「Fto2ダイレクトリサイクル技術」とは、܉収した̼ットボトルをᎩቇ・໽༏し

た「フレーク（FlaMe）」を高ཤでྏ解・ɻ ᧉ後、直接プリフ˛ーム製造を行うこ

とができる技術のこと。プリフ˛ーム製造までに結ಖ化やϔၢなどបతのि

ውが必ាだった従来のシステムとຘ᥏すると、CO2ஒ出ᩁを25ỤỬ4ծཚ（̼ッ

トボトル用プリフ˛ーム1Mg の製造にあたり）することができます。

Ử4  щ用དྷみ̼ットボトルからプリフ˛ームまでのिውにおいて

新ବ᝔

グループԀзɩᄦނ᏾営を஝ᦺ

「ສ
と生きる」私たちにとって、ܦჺᄦނは大切

な経営基ᇸ。だからこそ、グループ全体でᄦ

基本方ᩊをނ経営を推進しています。グループᄦނ

事業活動の基ᇸとして、「ສのサステナビリティ」「気

経営を推進ނ動対ፎ」をഹにグローバルにᄦޱ҉

しています。さらに、「サントリーᄦނビジョン2050」

の᧏成に向けて「ᄦނ目ฉ2030」をࡱめ、さまɆま

な取り組みを進めています。そのなかで、׀۩ࢂ᝾

については消費後の׀۩ࢂ᝾がもたらす社会的な

৬響も大きいため、サントリーグループでは1997年

に自主基準「ᄦނにѢる׀۩ࢂ᝾ፅ設ៜˠイドライ

ン」をፎࡱ。щ用するᢿ源ᩁを極力ཚらし、Ԕ生ث

ᔥなᢿ源を積極的にࢴ入するなど、ᄦނᢣᗹгཚ

を推進しています。とりʸけ̼ットボトルに関しては、

щいやすさにᨔૂしつつグループႳ自の「2R
$

（Reduce・Recycle
$io）」戦ᅪに基ɥいて、ࢂ۩の軽

ᩁ化やリサイクル、ඥႏᅐ来ธᔦの積極的活用に

取り組んでいます。こうしたᄦނᢣᗹгཚ活動は

 社会からも大きく៼価されており、ΰ界׀᝾機෬

「ワールドスターコンテスト2019」では、新技術「Fto2

ダイレクトリサイクル技術」で「ワールドスターᣉ」を

受ᣉしました。サントリーグループは、Ͼ年「プラス̋ ッ

ク基本方ᩊ」をፎࡱし、Ͼ後もܦჺᄦނそのものを

大切な経営基ᇸと᠔識し、ᢉかで୨続ثᔥな社会

を෬፴するためにೋ大ᭆの֔力を続けていきます。

Ử1 30û̼ットボトル対象

Ử2 国ᅈミ̣ ラルウ̨ ーター ッ̼トボトル

 （500mℓὖ600mℓ）対象

 2019年4月౾点ড়社ᠪべ

Ử3 2Rữ$はᇋ᪹商ฉです

国ᅈೋ軽ᩁキャップ Ử1

щȦᩁをཚらす

Ȉ2R
$ȋଊᅪ

eFuce

国ᅈೋᚗラ̺ル
（Ԕ生2'6 ธᔦ80Ụщ用）

国ᅈೋ軽ᩁ̼ットボトル Ử2

（ඥႏᅐ来؂料30Ụщ用）

Ử3

ᑲりᦍしщȦ

ecycle

ඥႏᅐ೽のᢿ྄ǳ

io
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Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

自ဵとのԇ生

ສをࡧりǴສをᔏʛ

ኽ学ᇒアプͣー̋により

そʳɗʳの඙にೋ適ɮѰԀ・దҷ

計ᅖをጐ൙

サ
ントリーの事業活動は、ສやᦂоႏ

など自然の੘みにఉえられています。

そのためᖧᣏなܦΩສをࢭ来にʸたってѰ

全することに大きな責任があると考え、ສ

ᢿ源の୨続ثᔥ性を目୪し、ສ源༮
かんよう

ᰵ機ᔥ

の向上と生ႏ 多様 性の Ѱ 全を目ฉに

2003年「߀然ສの඙」活動をスタートし

ました。現在では、全国15ᨇউለ21ͳକ、

Ꮪ12�000haまでଡ଼大し、2020年目ฉと

してきた「国内ि場でແみ上げるܦΩສ

ᩁの2҃以上のສを༮ᰵ」をϾ年1年ձ҆しで᧏

成しました。ສ文学や土ޗ学、ඥ生学などさまɆ

まな分ᩀのቆዲ者と連ேし、ኽ学的な൐拠に基ɥ

いたᠪഽやቆዲをもとに流ݓをᠪべ、その場କに

適したៜ画や目ฉをࡱめて推進しています。サン

トリーは「ສのサステナビリティ」をೋも重ាなᠦ

題と᠔識し、తכ年先、100年先をូஅえた活動

をៜ画し、ᐖ続的に取り組んでいます。

約              名

˳ントリーȈဵ߀ສの඙ȋ （2019年6月౾点）

Ȉ඙とສの学ൈȋ参加者数

˳ントリーສኽ学ቆዲକ
ສ文学を基ᇸに、ສ源をᔏʛ඙とສのቆዲをはじめ、国内外のສᢿ源のቆዲ、さらにはᐲ

に関するቆዲなど、「自然界のສ」から「生体ߨۍ食品酒類企業としてສにおける健康やط

内でのສ」まで׀ଢ଼的な理解のためのቆዲと知ូの಑ؓを進めています。

15ᨇউለ  21ͳକ
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Ȉສの˳ス̔ナ̯リ̔ ȋˎをグͣー̩ルに

そして๓ΰЎʋ

サ
ントリーグループでは「߀然ສの඙」活動の

ほかにも、ສや自然の੘みをもたらすܦჺᄦ

をೞ来へুきᐖいでいくために、さまɆまな活動ނ

に取り組んでいます。ᢉかな生઱Ꮦの象਍であるᩀ

ᴗをѰᡵする「ઞᴗ活動」は、これまでに大きな成

ഔを上げています。また、ສの大切さをೞ来をେう

ఝᔏ「ສނどもたちにХえる๓ΰЎᄦࡋ
みɎいく

ᔏ」も、ೞ来

の自然ᄦނのѰ全・Ԕ生につながる大切な活動です。

こうしたສ源༮ᰵやᄦނѰ全活動、「ສᔏ」などは、

国内のみならɎ׉Ꭳ、๕़、アジアなど、サントリー

グループが事業をࣖ開するΰ界各ܦにも広がりつ

つあります。これからもグループ全体でよりグロー

バルに「ສのサステナビリティ」を実践していきます。

サントリーグループのສᔏについての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://mi\uiMu.suntory.jp

˳ントリー̼プシ ・˯̺ トナ ・͉
̯̩͠ッジ
๓ΰЎᄦނఝᔏȈສᔏȋを̺トナ͉ ɩ
ౄࡵ
̺トナムのࢵ学生にສの大切さと᝗生に

対する意識向上を目的に、๓ΰЎᄦނఝ

ᔏ「ສᔏ」を実施しています。

̯ー͉˳ ントリー
Ȉナ̋ュラル・˔˛ー̇ー˳ンク̋ュアリȋ
プͣジ˗クト
ສ源༮ᰵ˘リアをѰ全する活動。ᙙ྇କの33˘ー

˞ーの土ܦでは、˘コ̋ームがι心となり、ສ源

༮ᰵにつながる自然Ѱ全活動を行っています。

ワシ・̇ ᔏてఉஶプͣジ˗クトࡋ˞
ワシやタ˞がࡋᔏてできるᄦނは、生ႏ多様

性にྀちている៴です。このプロジ˗クトでは、

ᢉかな඙ɥくりを目୪し、Ⴝ኶類がࡋᔏてでき

る඙ɥくりを進めています。

˳ントリーのઞᴗ活動
ᩀᴗをѰᡵすることは、人間や自然ᄦނを

ることにつながるとの考えから、サントリーࡧ

グループでは、1973年よりᩀᴗがдめるᄦ

。る「ઞᴗ活動」に取り組んでいますࡧをނ

30年目をᦋえたԄ益信៤「サントリーΰ界

ઞᴗ基ᩃ」においては、これまでにবべ400

、体に4億9�646万円の֓成を行っており܋

「サシバ」のѰ全・ᑟ๿活動や「コウ ト̤リ」が

安心して಩らせるࡱݓܦሕへの取り組みなど、

さまɆまな成ഔにつながっています。

˳ントリーの๓ΰЎᄦނఝᔏȈສᔏȋ
開始から16年目をᦋえた๓ΰЎᄦނఝᔏ「ສᔏ」は、自然のιでສやສ

をᔏʛ඙の大切さをХえるサントリーႳ自の自然体験プログラム「඙の

学ൈ」と、ࢵ学ൈで先生方と一ᐴに行う「出৐஍業」の2つをι心に活動

をࣖ開。

ઞᴗ活動を開ࠀ

1973年〜
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くのϷǺに਒の࿂いを޺

˳ントリー̾ール
「ΰ界一ᒪしい響き」をコンセプトに1986年に開᱂したഃϱ՜のコンサート専用̾ー

ル。年間550をᣰえる国内外の一流アーティストによるԄྯが行ʸれ、Ꮪ60万人のお

客様が来場されています。

自社ス̓ー̑̋ー͉によʱリーグଊʋの参ଊ
サントリーグループは、ラグビーとバレーボールの自社̋ームを組ᑦし企業ス̓ーツへ؏֐しています。

1980年創部の「サントリーサン˰リアス」は社会人ラグビーの全国リーグであるジャ̫ンラグビートッ

プリーグに、1973年創部の「サントリーサンバーズ」は社会人バレーボールのೋ高ࣿ Vỵ.'#G7'の 

&IVISIO01に֐ᇵしています。

ᖼ᝔బ׈・ス̓ー̑を᦯Ɋた

社会ᢥ჆活動ɩΰのιに࿂いを

サ
ントリーグループでは、創業以来、人々が心

ᢉかに಩らしを楽しʛことのできる社会の

実現を目୪し、౾ЎにطったさまɆまな社会ᢥ჆活

動に取り組んでいますが、社会に潤いを届ける企業

でありたいとの考えから、ᖼ術文化・ス̓ーツを通

じた、さまɆまな社会ᢥ჆活動にも積極的に取り

組んでいます。設立50ٛ年をᦋえたԄ益ᢤ܋໩人 

サントリーᖼ術ᢤ܋は、サントリーᒪ術᱂とサント

リー̾ールの2つの施設の運営、サントリーᯪ楽ᣉ

をはじめとするᯪ楽事業から෬成されており、日本

のᯪ楽・ᒪ術のさらなる಑ؓと発ࣖへのᢥ჆を目୪

して活動を続けています。一方、設立から40ٛ年を

ᦋえたԄ益ᢤ܋໩人 サントリー文化ᢤ܋は、日本

とΰ界の学術・文化の発ࣖに寄Ϋすることを目的と

した事業に注力しています。

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

社会とのԇ生
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サントリーグループの文化・ス̓ーツについての

詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/culture�sports/ 

!vp�done

˳ントリーᒪ᝔᱂
「生活のιのᒪ」を基本理念に1961年に開᱂。国1ࡴ件、重ា文化ᢤ15件

をهʛᏚ3�000件の収ᙾ品をକ有、毎年開ҹされる日本ᒪ術をι心とした

多০で᳁力あʅれる企画ࣖもߨ៼をתしています。

従業員のҨ঑ᐠ୨・ޅᦺౄፎを᦯ɊてǴ社会ᢥ჆活動をࡵౄ
グローバル健康経営Ëᄦނ経営の一ᄦで2017年に開始したウ˛ーキングイ̺ント「One 

Suntory 9alM」。ΰ界のサントリーグループ全社員Ꮪ38�000人を対象に、̋ ームに˘ントリー

した؏֐者の1ͳ月間のॳܬ๭తに応じて、ສと自然に関する3つの܋体への寄Їᰋがໃࡱします。

11ә6,521Υ๭ǳ 約20Υ7Sドル

2018年ȈOPe SuPtor[ 9CNMȋの参加者のᐲ๭数と3܋зʋのط計ࢇЇᰋ

˳ントリー͎̋͠ンジド・ス̓ー̑プͣジ˗クト
「2#SSIO0 FOR C*#..'0G' ─ともに޽に挑もう─」を掲げ、᤿いすバス

˫ットボールなどの̋ャレンジド・ス̓ーツ（᭪がい者ス̓ーツ）ఉஶを2014

年に開始。̋ ャレンジド・アスリートのഔఠな挑戦、ဳ ᭆのثᔥ性を応ஶし

ています。また、「サントリー᤿いすバス˫ットボール体験ఝ室」の開ҹなど、

̋ャレンジド・ス̓ーツを体験する機会も提供しています。

ラグ̯ーᨃȈ˳ン˰リアスȋǴ̩ ͠ー́ールᨃȈ˳ン̩ー˼ȋによʱ
ス̓ー̑クリニック参加者ᐲ数（2018年）

17,000名ᣰ17,00017,017,0

Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ ˳ントリーబ׈ᢤ܋
社会ኽ学・人文ኽ学分ᩀのቆዲ活動や、日本の

文化の向上にᢥ჆するために設立されたԄݓܦ

益ᢤ܋໩人 サントリー文化ᢤ܋は、2019年に設

立40ٛ年をᦋえました。「サントリー学ᖼᣉ」や「サ

ントリーݓܦ文化ᣉ」のᣚٕ、社会・人文ኽ学や

、文化に関するቆዲや༝外出ႃへの֓成などݓܦ

さまɆまな活動に取り組んでいます。

　また、ೞ来をେうࡋどもたちの健やかな成長を

ఉஶするために、ᯪ楽・ᒪ術・ス̓ーツ・自然体験

などを通じたさまɆまな๓ΰЎᔏ成活動にも積極

的に取り組んでいます。ᯪ楽・ᒪ術の分ᩀでは、ࡋ

どもたちに本ႏや一流のᖼ術・о品に៕れる機会

を提供し、ࡋどもたちのᢉかな҂性・人൑ৣ成をఉ

ஶしています。ス̓ーツ分ᩀにおいては、ࡋどもた

ちの健全な心と体のᔏ成をఉஶするためのス̓ー

ツクリニックを開ҹしています。さらにラグビーやバ

レーボールの自社̋ームによるリーグ戦への؏֐や、

̋ャレンジド・ス̓ーツのጨ技活動や大会サ̓ート、

従業員によるボランティア、಑ؓ活動などを推進し

ています。
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ᔪǺとǴ地域社会ととʞに

地域にࢇりཎったᢥ჆活動を

サ
ントリーグループでは創業以来、その౾Ў

をូつめݓܦに寄りཎったさまɆまな社会

ᢥ჆活動に取り組んできました。1921年に生活

にဳ料חܦጄ者ఘདྷのために大ᬹॎあいりん܍

の「Ͼࡻ៲ᆶᭌ」を開設したことから、᧴ࢨ会の

๱خがはじまりました。その後、社会ኪኑ໩人と

して活動を続け、高ຏᗁ（特՞ᰵᡵᓎ人̾ーム）

やつʒみѰᔏܜの運営をはじめボランティア活動な

どݓܦ社会に൐ॄした取り組みをᐖ続して行って

༝޷グループʋʞঀȲʱ社会ᢥ჆活動
ビームサントリーでは、全社員に年2日のボランティアТಛを推ߠする「ビーム

サントリー・˫ アズプログラム」を実施し、従業員がそれɗれのܦӬݓܦで社

会ᢥ჆活動を行っています。

˳ントリーສの国くまʞとਚஶプͣジ˗クト
။本ܦᮛਈᕿఉஶの一ᄦとして、ܦΩສの୨続ثᔥ性へのᢥ჆を目୪すもので

す。ܦΩສ༮
かんよう

ᰵのためのཱུສᦂܦ「ԨສᅏŘ」のਈ活に取り組ʛなどのສ源༮ᰵ

対ፎのଡ଼大を܏るとともに、။本大学のܦΩສ流動メ˞ニズムのᠪഽ・ቆዲの

ఉஶも行っています。

Ř ᔈ່土の生成やᮇᗰのཚࢶを目的とし、ТᓗするԨ期のᅏにສを৐るХᐌᦂ໩

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

社会とのԇ生

33



います。大ួญな自然ဒࡽ౾には、ᒳ୽ᩃの寄Ї

や飲料ສの提供だけではなく、従業員によるᝲဒ

ݓܦ。へのఉஶ活動も積極的に行っていますܦ

に寄りཎいながら、心と体のఉஶ活動をグループ

一体となって、ᐖ続的に取り組んでいます。

　こうした社会ᢥ჆活動を重んじるサントリーグ

ループの「Growing for Good」の経営ビジョンは、

༝外グループ会社でもࣖ開されています。ビーム

サントリーでは、自然およʀສ源のѰ全、従業員

  Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ ˳ントリー生٥ኽ学ᢤ܋
（ Ȉౖ（ᢤ）食品׈学ቆዲକȋ）

生ႏ有機化学関連分ᩀにおける基ኁቆዲ、๓

ΰЎのኽ学人೰のᔏ成・ᥞ出、ならʀにӣれた

ቆዲの推進をᰑって、֓֙ߠ成事業を行って

います。

のܦӬݓܦへの᧭Ӭ、適正飲酒の推進を3つの

ഹに積極的に社会ᢥ჆活動を実施しています。

2019年には全社一మに「6ogether For Good」

というボランティアに取り組ʛ日を設ࡱし、ΰ界ι

のビームサントリーの社員が拠点ٛᦄのສ源Ѱ全・

Ѱᡵ活動などに؏֐しました。

 ഃ日本大ᮛဒਈᕿఉஶ活動
「サントリーഃ׉サンさんプロジ ク̠ト」では、「ྨ業」「ࡋども」

「̋ャレンジド・ス̓ーツ」「文化・ス̓ーツ」の分ᩀをι心に、

ᐖ続的なᝲဒܦਈᕿఉஶをࣖ開しています。

 Ȉ឵日本ᢑᮏȋဒ́ࡽラン̔ˎア活動
「会社としてのႏ品・ᒳ୽ᩃఉஶだけではなく、自分たち҂人

もᝲဒされた方に何か৯立つことをしたい」という社員の声

をきっかけに、ࣦ ࣟለҁనॎで従業員によるဒࡽボランティ

ア活動を実施。

ᝲဒ地ఉஶ活動

ʙˁɮのまɜ˯ン˳ート参加者Ϸ数

約5,500 名

4
әԐ

။本地ᮛਈᕿఉஶ

୛Ռᰋ

サントリーグループの社会ᢥ჆活動について

の詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/society/

 Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ 社会ኪኑ໩Ϸ ᧴ࢨ会
高ຏᗁ（特՞ᰵᡵᓎ人̾ーム）、どうみʨうじ

高ຏᗁ（ᐲطኪኑ施設）、ౚ឵ח部׀ݓܦଢ଼

ఉஶセンター（大ᬹॎから受៤）、つʒみѰᔏ

ࡥの運営や、៫問Ͽᡵ・通କϿᡵなどの在ܜ

Ͽᡵサービスなども実施しています。
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΢ϷɾとりȲສのよȦにഭ᥆に֍৑く

ΰᅝʋと޽をঀȾʱ

০ɮϷ೰をᔏてʱために޺

「ສ
と生きる」をグローバルに実践し新たな価値

を創造するためには、すべての従業員がສの

ように自ᅐに、力৑く、ഭ᥆に、自分のᔥ力を᧥ૠな

く発வすることが必ាです。サントリーグループは

「人」こそがೋも重ាな経営基ᇸと考え、Ɏっと人

೰ᔏ成に力を入れてきました。入社౾ቆ修や新任

̣ͅジャーቆ修など各ステージでの৯տに໡った

ቆ修をはじめ、従業員一人ひとりがキャリアの˜ー

ナーとして「イキイキと自分らしく」「ᯃᇍいЄ事する」

をコンセプトに、各ΰЎに対応したキャリアワーク

ショップなど充実した各ዘቆ修を実施しています。

2015年に開ൈした「サントリー大学」では、サント

リーグループにᔪ と々受けᐖがれている「やってみ

なはれ」「ՠ益Χ分主ᒳ」といった創業のᏁኙを༝

外もهめたグループ全体で共有するため、༝外グ

ループ会社従業員を対象にしたプログラムにも注

力しています。

　また、サントリーグループでは、人೰の多様性を

推進し、多様な価値់や発ઋを取り入れ活かすこ

とで、より大きな価値を創出する「ダイバーシティ経

営」を推進しています。新たな価値創造に挑戦する

「人೰ᔏ成」に֐え、従業員一人ひとりがೋ大ᭆに

力を発வすることのできる「ᓴ場ᄦނɥくり」を実

現するため、「Ӆきがい」と「Ӆきやすさ」のε立を目

୪したե度とᓴ場ᄦނをదえています。そのほか、

従業員が心身ともに健康でӬ気にӅける

ᄦނをつくるため、健康経営やӅき方改

ᯇにも取り組み、「生ᅈ性の向上」や「ワー

クライフバランスの実現」、「健康・活き活

きの実現」の৑化を܏っています。

ワークラˑ̳̩ランスの஝ᦺ
֚Ӆ౾間のծཚや適正化、フレキシブルなӅき方の推進、出ᅈ・ᔏӸ・Ͽ

ᡵに関する施ፎのଡ଼充など、ワークライフバランスにᨔૂしたӅきやすい

ᄦނɥくりに֔めています。

W
O
R
K

L
I
F
E

Ȉສと生ȴʱȋؙ りᏹʙ

Ϸ೰ᔏ૾
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᭢Ꮶ別ቆѶのࡵౄ
新入社員、新任リーダー層、新任̣ͅジャー

層、新任部長層などの各層ごとに、ັ められ

るスキルや知識、ͅ ̣ジメントᔥ力、リーダー

シップなどのテーͅで、それɗれ学ʀを深めて

います。

V#.7' ቆѶ
新入社員向けには、ࣟ इᙙ྇କやどうみʨう

じ高ຏᗁなどを៫れ、サントリーグループの

V#.7'（創業Ꮑኙ）を学ぶቆ修プログラムを実

施。さらに、「߀然ສの඙」での඙ഒదҷも行

います。

「健康経営」や「Ӆき方改ᯇ」に取り組ʛことで、一人ひとりがӬ気でイキイキと

した生活をᦟり、その活力で新たな価値創造への挑戦を目୪すサントリーグ

ループの施ፎは、「日経スͅートワーク大ᣉ2019」の受ᣉをはじめ、「健康経

営ӣᖧ໩人2019」に᠔ࡱされるなど、社外からも大きく៼価されています。

サントリーグループの人೰ᔏ成についての詳細

はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/diversity/education/

20%
2025年᧏૾ᇼฉのߥਵ፩ჼᓴຘო

39,466名

ȈҨ঑᏾営ȋȈӅȴూఏᯇȋにᬝすʱ社޷からの᝝৫

SuPtor[ 2eoRNe 9C[
（サントリーグループとしての

「人೰に対する思い・考え方」を表したもの）

F#/I.;
サントリーに集う人はౌࢀです。かけがえのないࡑ在です。

サントリーが、よりᖧい企業グループとして成長していく؂動力は

サントリアン一人ひとりです。長期的な視ᩀで成長機会を提供し、

健康でॷせにྀちた生活の実現をサ̓ートします。

;#66' /I0#*#R'�
創業の志をᔣに、y くʸくするような目ฉを掲げ、

ໃしてᠽめることなく、積極ഔఠな挑戦を続けます。

'0)#)'/'06
私たちは、創業Ꮑኙとビジョン「Growing for Good」で

৑く結ɻれています。

҂性ྊれる一人ひとりが多様な価値を᠔めあい、響きあいながら、

ΰのιに感動とڻʀをお届けします。

SuPtor[ )rouR &iXersit[ VisioP

私たちは一人ひとりの҂性をࢱ重しϠいを信ᰆしあう

多০なサントリアンの᳁力を高めあいひとつになる。

多様な考え方、考動、経験をഭ᥆に受け入れ

O0' S706OR; としてグループの౦るいೞ来を፴いていく。

SuPtor[ )rouR

従業員数
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本社କ在ܦἃ 大ᬹউ大ᬹॎँݜח׉༓2�1�40

サントリーワールド̹ッドク̨ ーターズକ在ܦἃ ഃϱᨇཀྵجח場2�3�3

創業ἃ 1899年

設立ἃ 2009年2月16日

Ў表取ᐼ৯会長ἃ еໝ  信ਝ

Ў表取ᐼ৯社長ἃ 新༘  յخ

ᢿ本ᩃἃ 700億円

事業内ࢂἃ グループ全体の経営戦ᅪのፎࡱ・推進、およʀコー̓レート機ᔥ

グループ会社తἃ 299社（2018年12月31日現在）

従業員తἃ （2018年12月31日現在）ؼ39�466

連結売上収益（酒税控除後）ἃ 22�508億円 （2018年1月1日ὖ2018年12月31日）

連結売上収益（酒税込み）ἃ 25�173億円（2018年1月1日ὖ2018年12月31日）

連結営業ՠ益ἃ  2�509億円 （2018年1月1日ὖ2018年12月31日）

˳ントリーグループ

˳ントリー̾ール̖ ンˎグスോ়会社

グループᏹᑦ܏

˳ントリー̾ール̖ ンˎグス（ോ）

サントリー食品インターナショナル （ോ）

サントリー$9S （ോ）

ビームサントリー

サントリー （ι国）̾ ールディングス

サントリーウ˘ル̣ス （ോ）

サントリーグローバルイ̤ ̺ーションセンター （ോ）

その他事業会社

サントリーコー̓レートビジ̣ス （ോ）

サントリー/O0O<7-7RI˘キス̫ート （ോ）

サンリーブ （ോ）

サントリービジ̣スシステム （ോ）

サントリーコミュニ˫ーションズ （ോ）

サントリーフーズ （ോ）

サントリービバレッジソリューション （ോ）

サントリービバレッジサービス （ോ）

（ോ）ジャ̫ンビバレッジ̾ールディングス

サントリープロダクツ （ോ）

サントリー食品͘ーロッ̫

サントリー食品アジア

フルコア・サントリーグループ

̼プシ・ボトリング・̺ ン̋ャーズ・グループ

サントリービール （ോ）

サントリーワインインターナショナル （ോ）

サントリー酒類 （ോ） Ř

サントリースピリッツ （ോ）

Ř   サントリー酒類（ോ）は、スピリッツ・ビール類・ワインなど、 

酒類の国内販売をେড়しています。

企業ූា
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業績ハイライト
2017年12月期から国際会計基準（IFRS）を適用しています。

サントリーグループの企業情報についての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/overview/

24,552

2014

26,868

2015

26,515

2016

21,016

2016

23,584

21,575

2017

24,203

22,508

2018

25,173

1,648

2014

1,851

2015

1,980

2016 2016

2,529

2017

2,536

2018

2,509

連結売上収益 連結営業利益

地域別グループ会社数／従業員数

日本基準 日本基準IFRS 基準 IFRS 基準

地域別売上事業セグメント別売上

米州

2,977億円

（13%）

欧州

3,123億円

（14%）

アジア・オセアニア

3,346億円

（15%）

日本

13,063億円

（58%）

その他
（健康食品、外食、花 他）

2,148億円

（10%）

飲料・食品
（清涼飲料、健康飲料 他）

12,866億円

（57%）

酒類
（スピリッツ、ビール類、ワイン  他）

7,494億円

（33%）

2018年度
売上収益

（酒税控除後）

22,508億円

2018年度
売上収益

（酒税控除後）

22,508億円

（億円） （億円）

 連結売上収益（酒税込み）

 連結売上収益（酒税控除後）

 連結売上高

欧州

94社

4,917人

アジア・オセアニア

71社

10,203人

日本

82社

18,505人

米州

52社

5,841人
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事業ූា

飲料・食品ᬝ連事業

Ҩ঑食品・޷食・ᖺ・˳ ー̯ス他ᬝ連事業

ミ̣ラルウ˛ーター・コーヒー・ᗫ・ရᨤ飲料・ス̓ーツ飲料、健康食品など、०広い商品をお届けしています。また、日本をはじめ๕़、

アジア、̃ セアニア、׉Ꭳなどグローバルに、清涼飲料や食品の製造・販売事業を行っています。

アイスクリームの製造・販売事業、国内外での外食事業など०広くࣖ開しています。また、̓ リフ˗̤ールቆዲやバイ˜技術を活用した

多০な商品の開発、ι国でのᄦނᐳ化事業、文化施設でのレセプションサービスなども行っています。

ᬝ連会社

ോ়会社̉ˑナック̾ール̖ˎングス

ോ়会社プͣント˯ー̓͠ーション

Ϣፌまい໥ോ়会社

RestCurCPt SuPtor[ /eZico )rouR／

͠ストラン˳ントリーメˣシ˯グループ

SuPtor[ F�$ IPterPCtioPCN )rouR／SF$Iグループ

˳ントリー̳ラワー˼ോ়会社

ト̇͘˳ントリーミドリ （̆上༝）ܜᖼ೎ᭆԄز

˳ントリーマー˫̔ˎングỦ˯マースോ়会社

˳ントリー̫ブリシ̔ˎ˳ー̯スോ়会社

˳ントリーᕿᅈോ়会社

ോ়会社˳ン・アド

˳ントリー˔˘ル̣スോ়会社

زΧਁՠ健益ᔆ份有ᭆԄཾج 

 ോ়会社コ̣クト

̧ー˭ン̉ッ̑ ジ͎̫ンോ়会社

Χਁ利（ι国）ଶ资೎ᭆԄز／

˳ントリー（ι国）̾ ール̖ˎングス

 汇源Χਁՠ（上海） 饮料有ᭆԄزỶ

源サントリー（上༝）飲料ג 

ᬝ連会社

˳ントリー食品ˑン̇ーナショナルോ়会社

 サントリーフーズോ়会社

 サントリービバレッジソリューションോ়会社

 サントリービバレッジサービスോ়会社

 ോ়会社ジャ̫ンビバレッジ̾ールディングス

 サントリープロダクツോ়会社

 Orangina Schweppes *olding $.V.Ỷ˜ランジーナ・シュウ˗ップス ̾ールディングス

 .uco\ade Ribena Suntory .imitedỶルコ̀ードライビーナサントリー

 Suntory $everage � Food #sia 2te. .td.Ỷサントリー食品アジア 

 $R#0&	S S706OR; I06'R0#6IO0#. CO.� .6&.Ỷブランズ サントリー

 26 S706OR; G#R7&# $'V'R#G' Ỷサントリーˠルーダ・ビバレッジ

 Suntory 2epsiCo Vietnam $everage Co.� .td. Ỷサントリー̼プシコ・̺ トナム・ビバレッジ

 Suntory 2epsiCo $everage 
6hailand� Co.� .td.Ỷサントリー̼プシコ・ビバレッジ・タイランド

 FR7COR S706OR; 0'9 <'#.#0& .I/I6'&Ỷフルコア・サントリー・ニュージーランド

 FR7COR S706OR; #7S6R#.I# 26;. .I/I6'&Ỷフルコア・サントリー・̃ ーストラリア

 2epsi $ottling Ventures ..C Ỷ̼ プシ・ボトリング・̺ ン̋ャーズ

日本

欧州

アジア

オセアニア

米州
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酒類ᬝ連事業

ยᔥ会社 ᖼ᝔బ׈・学᝔・社会ኪኑᬝ連໩Ϸ

1899年にぶどう酒製造販売で創業して以来、日本՜の本൑ウイスキーの製造、ビール事業のࣖ開などᐐえɆる挑戦により事業᯼ݓをଡ଼大。

ᐲط酒類企業として、多০な商品をΰ界のお客様にお届けしています。

グループ各社に共通する事業を集Ꮪし、品ᣏѰ៴、技術開発、ᠪ

᧏・ႏ流、宣Х・デ˵イン、お客様リレーション、ビジ̣スシステムや、

基ᇸቆዲ、営業ఉஶなどをେう機ᔥ会社を設立しています。

学術・ᖼ術・ݓܦ文化୴ᕿのための3つのԄ益ᢤ܋໩人と、高ᶯ

者ኪኑ施設・Ѱᔏܜを運営する社会ኪኑ໩人の活動をఉஶする

など、文化・社会ᢥ჆活動にも積極的に取り組んでいます。

ᬝ連会社

$eCm SuPtor[ IPc�／̯ー͉˳ントリー

˳ントリース̱リッ̑ോ়会社

 サントリーアライドോ়会社

 サントリー知多ᙙ྇କോ়会社

 大᭜酒造ോ়会社

˳ントリー$9S ോ়会社

˳ントリー̯ールോ়会社

˳ントリー酒類ോ়会社

 ໐ᑇサントリーോ়会社

˳ントリーワˑンˑン̇ーナショナルോ়会社

 ോ়会社フˊインズ

 ോ়会社ࣩの؂ᘾᘧܜ

 ͍ンテႏᅈോ়会社

 #SC Fine 9ines *olding .td.Ỷ#SCフˊインワインズ

 Château .agrange S.#.S.Ỷシャトー ラグランジュ

  Grands /illésimes de France S.#.
G/dF�Ỷグラン ミレジム ド フランス

 Château $eychevelleỶシャトー ̺イシュͱ˗ル

 Château $eaumont Ỷシャトー ボー͍ン

 $arrière Frères S.#.Ỷバリ˘ール

 9eingut Robert 9eilỶロバート ͱˊイル醸造କ

ᬝ連会社

˳ントリーἜ἞Ἕ἞ἩἤἚἤἡἘ̆ ˣス̫ートോ়会社

 Χਁՠ分析技 （ೢ上༝）有ᭆԄز

 サントリーコーヒーロースタリーോ়会社

 サントリー͍ルティングോ়会社

 Χਁՠᢹ౨（᱔ཀྵ）有ᭆԄز

 サントリーロジスティクスോ়会社

˳ントリー̯ジ̣スシス͉̔ോ়会社

 サントリーシステムテク̤ ロジーോ়会社

 サントリービジ̣スシステムアジアോ়会社

˳ントリー˯ミュニ˫ーション˼ോ়会社

˳ントリーグͣー̩ルˑ̤ ̺ーションセン̇ーോ়会社

˳ントリー˯ー̓͠ート̯ジ̣スോ়会社

˳ンリーブോ়会社

ᬝ連໩Ϸ

Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ˳ントリーᖼ᝔ᢤ܋

 サントリーᒪ術᱂

 サントリー̾ール

Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ˳ントリーబ׈ᢤ܋

Ԅ益ᢤ܋໩Ϸ˳ントリー生٥ኽ学ᢤ܋

社会ኪኑ໩Ϸ᧴ࢨ会

サントリーグループの事業についての詳細はweb

サイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/business/
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グループ会社の社会ᢥ჆活動ᏴϿ

グͣー̩ルに事業をࣖ開すʱ˳ントリーグループの社会ᢥ჆活動のؙりᏹʙの΢юとして

国ԏ・༝޷グループ会社ɩの活動をᏴϿします。

ӣ
れたバーボンは、ᖧいສから始まります。ビームサントリーでは、この貴重な߀然

ᢿ源をࡧるため、ᙙ྇କٛᦄのສ源Ѱ全活動や඙の生ႏ多様性向上をはじめと

する自然ᄦނのѰ全に力を入れてきました。2016年に始まったメー˞ーズͅーク「ナ̋ュ

ラル・ウ˛ーターサンク̋ュアリ」プロジ˗クトでは、ᙙ྇କ33˘ー˞ー（Ꮪ13ha）の土

でアメリ˞̾ワイト˜ークのඥธを実施し、ສ源༮ܦ
かんよう

ᰵの活動に取り組んできました。ま

た、2018年には「バーンハイム・アーボリータム�リサー̋フ˛レスト」と連ேしながら、

ジムビームᙙ྇କのすȺ᭭にある15�625˘ー˞ー（Ꮪ6�300ha）の土ܦのιにナ̋ュラル・

ウ˛ーターサンク̋ュアリを設ࡱし、活動を推進しています。

̺
トナムでは、ສの᝗生やສᢿ源の問題など、ݓܦがୀえるᠦ題に向きطったさま

Ɇまな活動に取り組んでいます。これまで日本でࣖ開してきた๓ΰЎᄦނఝᔏ

「ສᔏ」を、2015年に༝外でೋ՜にࣖ開を始め、Ͼ年でỽ年目をᦋえました。ೞ来をେ

うࡋどもたちが「ສ」の大切さや価値を学ぶことが重ាであると考え、ສの፯Ꮪやສᢿ

源のѰᡵに関するఝᔏを行うとともに、学ൈでの፯ສにも取り組んでいます。̺ トナム

で開始した「ສᔏ」は、2018年には対象˘リアをクアンナムሂ、ランソンሂ、ハ˵ンሂに

もଡ଼大し、のべᏚ1.ἀ万ؼのࢵ学生が؏֐しました。ড়プログラムに؏֐したӸጠやఝ

員からは「ສの大切さを実感できた」とごߨ៼いただき、ܦӬ行ఒからも高く៼価いた

だいています。また、ᄦނఝᔏに֐えて、ࡋどもたちの᝗生ᄦނの向上にᢥ჆すべく、対

象ࢵ学ൈにおいてトイレや໽ᯃକなどの改修や༏ສ設ҷの設置もఉஶしています。

サントリーグループのグループ各社のサステナビ

リティについての詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/group/

˳ントリー̼プシ ・˯̺ トナ ・͉̯ ̩͠ッジ

̯ー͉˳ントリー

Ȉナ ュ̋ラル・̝ ˛ー̇ー˳ンク ュ̋アリȋの設置

๓ΰЎᄦނఝᔏ Ȉສ
ʙ Ɏ い く

ᔏȋ
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ア
イスクリームの主؂料のႉϓの生ᅈܦである׉༝᧎・൐室ᩒᤆחܦにおいて、

2007年から؁ࣰᨀ༓ιᅕの02O໩人ᮨ多ॏཿ؂ナショナルトラストへのఉஶ

活動を行っています。主؂料のϓႉをᔏてているݓܦのѰ全活動にハー˭ンダッツの

従業員が؏֐し、ܦӬの方々とק力しながらೝ᧎のង修をするなど、ཿ؂のಒ់Ѱ全・

దҷのボランティアを実施するとともに、ハー˭ンダッツのミルクの品ᣏについての理

解促進活動を行っています。ハー˭ンダッツ ジャ̫ンでは、2018年で12܉目をᦋえた

この活動をুき続き実施し、ボランティア活動に力を入れて؏ります。

プ
ロントグループでは、自然の੘みを商品としてお客様に提供していることから、そ

の੘みをਉᄦさせることが大切であり、ࢭ来に向けてԔ生していくᒳ֪があると

考えています。

　プロントでকආされるコーヒーᢇかすは1日Ꮪ2トン。おいしく飲まれている一方で、毎

日大ᩁのコーヒーᢇかすがকආされています。᠂行᪸᠞を重ɵ、᠗生したのがコーヒー

ᢇかすと間С೰からできたඥႏᅐ来のඥೝ 「᩸C#F' 6S7C*I-O （˞フ̠  ツ̋コ）」です。 

「C#F' 6S7C*I-O」はඥႏᅐ来の製品のため、ඥႏが大きくなったらそのまま大きな

᩸や঎にඥえೊえることができ、自然に土に᧭ります。その他、コーヒーᢇかすを「ᓨ
じʤらく

楽ޓ」

にཊɒطʸせ、消ᕴ・ই内のཿ度፩理に৯立てるなど、食品কආႏのծཚ・Ԕ生に積極

的に取り組んでいます。

ま
い泉では、ౘくからক໛の100�リサイクルを実現

するなど、食品কආႏのஒ出ᩁծཚとリサイクルに

注力しています。Ὑヒレかつサンド὚製造౾に切りᘷとされる̫ンのᓞを、̫ ンᎩ製造者

やᰯ料製造者に販売するなど、有֜活用してきました。これらの取り組みの結ഔ、高༂

ि場ではリサイクルო100�、ইᖈではᏚ50�をᐠ୨しています。

　また、ᰯ 料製造業者やᰵᢎ事業者との連ேのもと、̫ ンのᓞをᰯ料として活用した

食品কਉᄦリサイクルによる˜リジナルᢎᓽ「ᅃい᠘੻」を開発し、おいしさのᦝັとᄦ

ᨔૂを実現しました。まい泉では、Ͼ後も食品リサイクルの取り組みを積極的に推進しނ

ていきます。

˜リジナルᢎᓽ「ᅃい᠘੻」

Ϣፌまい໥

̧ー˭ン̉ッ̑ ジ͎̫ン

プͣント˯ー̓͠ーション

˯ー̭ーᢇかすをԔ利用したඥೝ᩸

ȈC#F' 6S7C*I-Oȋの開ᇊ

ॏཿ؂ナショナルトラストをఉஶ޺ᮨ

食品リ˳ クˑルの஝ᦺ
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